
令和元年度 実行プログラム進行管理シート

【取組方針Ⅰ】先端技術や産業集積を生かした国際展開

　取組の方向性１　世界をけん引するビジネス拠点の創出

　　①キングスカイフロントを中心とした国際戦略拠点形成等

取組名 事務事業名 施策番号 取組の内容 令和元年度の取組内容
「令和元年度の取組
内容」に対する達成

度

取組内容の実績等（取組内容に対し、「未達成部
分」又は「より達成できた部分」を記入してくださ

い。）

施策への貢献度
（評価）

評価の理由 今後の方向性
新型コロナウイルスの感染拡
大を踏まえた今後の方向性

担当局

1 国際戦略拠点活
性化推進事業

国際戦略拠
点活性化推

進事業
４－４－１

国の特区制度などを活用して土地利用の誘導及び
企業等の誘致を図るとともに、地区の基盤整備等を
進めます。特にキングスカイフロントについては、ラ
イフイノベーションなどにより、京浜臨海部の持続的
な発展と日本の経済成長を牽引する国際戦略拠点
の形成に向けた取組を推進します。

①リサーチコンプレックス推進プログラ
ム等を活用したキングスカイフロント域
内外の連携促進に向けた取組
②新たな国の制度活用に向けた検討
③マネジメント組織の円滑な運営の支
援
④域内の交流連携等の事業の実施、
充実
⑤域内外への産業波及に向けたマッ
チング事業や研究会等の実施
⑥海外の先進的クラスターマネジメント
組織との連携に関する覚書に基づく取
組の推進
⑦研究機関等誘致の実施
⑧拠点の価値向上に資する利便性向
上に向けたサポート機能等の導入の推
進
⑨連絡道路完成を契機とした地域の活
性化に向けた新たな機能導入に向け
た検討
⑩バスや歩行者等のネットワーク化に
向けた検討調整
⑪電線類地中化、憩い交流機能の導
入など国際戦略拠点に相応しい高水
準・高機能な拠点整備の推進

３　ほぼ目標どおり

目標どおり達成できました。
①キングスカイフロントにおける新たなクラスター運営体制の中心となる川崎市産業振
興財団との間で、覚書・協定を締結し、新体制が担う機能や業務を決定するとともに、
財団内の新組織の詳細設計・立ち上げ等を実現し、域内外の連携促進の土台となる
推進体制を構築しました。また、LINK-Jとのサイエンスカフェや視察会等のイベントの
開催や、新たに人を呼び込むためのラウンジ整備検討など、オープンイノベーション
促進のための新たな場作りも行いました。さらに、リサーチコンプレックス推進プログラ
ムの高齢者コホートに関わるシンポジウムや市民向け健康啓発イベントを２回開催し、
合計250人以上の参加を得ました。
②リサーチコンプレックス推進プログラム終了後を見据えて、シームレスな業務執行を
継続できるように国や他自治体と意見・情報交換を行いながら、キングスカイフロントに
最適な新たな国制度の獲得に向けた体制整備等を行いました。また、国の統合イノ
ベーション戦略に基づくスタートアップ・エコシステム拠点都市の指定を目指し、殿町
を核とした市域全域を対象地域としてイノベーションのシーズを供給するテック拠点と
して、東京都と連携し「スタートアップ・エコシステム東京コンソーシアム」に参画しまし
た。
③④ネットワーク協議会の事務局として、年4回の総務部会や防災や防犯などに関連
するセミナーの開催ともに、また、エリア内の従業員の交流の場として研修会やレクリ
エーションイベントなども実施しました。さらに、地域への貢献として、エリア内従業員
が100人以上参加で歩道清掃イベントを2回実施するとともに、キングスカイフロント夏
の科学イベントを開催し、小学生を中心に２５００名の来場を得ました。
⑤産学・産産連携など拠点活動の活性化を通じた地域産業への波及を促進するた
め、キングスカイフロント域内外の企業等のマッチングを新たに30件実施(累計49件）
し、そのうちアカデミアと立地企業との共同研究契約など2件の成果を創出しました。
⑥BioJapanで来日したBioMプロジェクト参画の欧州企業とキングスカイフロント立地機
関等によるピッチ・マッチングイベントを開催し、BtoBマッチングを19件実施しました。
また、今後のさらなる連携・交流の取組強化に向けて覚書を更新しました。
⑦大和ハウス工業が所有するＡ地区内において、遺伝子治療研究所、また、ナノ医
療イノベーションセンターでは日東電工などの入居が決定しました。
⑧エリア内に新規駐車場の設置を誘導するとともに、飲食機能強化のためキッチン
カーの導入を行いました。
⑨キングスカイフロントと羽田空港跡地地区の連携に向けて、大田区と共催でオープ
ンイノベーションをテーマとしたイベントを開催し、190名の参加者により両拠点のネット
ワークづくりによる両エリアの活性化に向けて取組を推進しました。
⑩羽田連絡道路の整備を契機としたバス路線開設に向け、需要予測を実施しまし
た。
⑪良好な景観形成等を図るため電線類地中化に向けた殿町３９号線、３４号線、４０号
線の電線共同溝整備を実施しました。

A.貢献している

キングスカイフロントは、民間
の大規模な土地利用転換を
捉え、羽田空港との近接性な
どの地域特性を活かし、成長
戦略分野であり、超高齢社会
の課題解決に貢献するライフ
サイエンス分野の戦略拠点形
成を進めています。世界トップ
クラスの企業に加え、最先端
技術を有する研究機関や大
学等の集積が順調に進んで
おり、施策に貢献しています。
地区内の電線類地中化や憩
い・交流機能導入等の基盤整
備、バス路線開設等によるア
クセス向上に向け、着実に事
業が進捗しています。

キングスカイフロントにおけるイ
ノベーション・エコシステムの構
築に向けて、国のプログラム等
も活用しながら、異分野融合
研究、人材育成、事業化支援
に取り組むとともに、産学・産
産連携など地域産業への波及
促進、国内外クラスターとの拠
点間連携に取り組みます。ま
た、マネジメントセンターの交
流ラウンジ等を活用し、立地機
関等で構成する協議会を通じ
て、域内外の交流・連携を促
進します。キングスカイフロント
を世界最高水準の魅力ある研
究開発拠点とするため、国際
戦略拠点に相応しい高水準・
高機能な拠点整備とバス路線
開設等によるアクセス向上を引
き続き推進します。

夏の科学イベントは新型コロナ
ウイルスの感染拡大防止の観
点から中止としました。
キングスカイフロント域内外に
おける連携促進やマッチング
事業、海外との取組の推進に
関してはオンラインミーティング
ツール等を使うとともに感染拡
大防止策を講じながら実施し
ます。

臨海部
国際戦
略本部

2 臨海部のＰＲ推進
臨海部活性
化推進事業

４－４－１

国際的なイノベーション拠点の形成に向け、国内外
における川崎臨海部の認知度を高め、ブランドの確
立を図るため、メディア戦略や市民向け広報の実施
など、川崎臨海部の最新動向や本市の取組等を発
信します。

・最新動向に合わせたＰＲ・ブランディング
戦略の実施
・「臨海部ビジョン」リーディングプロジェクト
「企業活動見える化プロジェクト」の推進
・各種メディア等への広報活動の実施
・市民向け広報の実施（ニュースレターの
定期発行など）
・在日外国報道機関を対象としたプレスツ
アーの企画運営
・企業活動を伝える臨海部PRイベントの企
画実施

３　ほぼ目標どおり

目標どおり達成できました。特にプレスツアーでは
様々な国のメディアに臨海部の魅力について情報
発信したほか、小学生取材ツアーやＰＲイベントを
初めて開催するなど市民向け広報も実施しました。

A.貢献している

川崎臨海部の最新動向や本市の
取組等を、メディアを通じて効果
的に情報発信したほか、市内学
校への学習機会の創出に向けた
臨海部企業等の見学会を実施す
るなど、ＰＲ・ブランディング戦略
を企画・実施することで、市民の
臨海部に対する認知度・理解度
の向上を図ることができているた
め。

一定の効果が得られているた
め、事業の施策への貢献度を
見極めながら、今後も計画ど
おり現状の取組を継続します。

当面は密集が生じやすい企業
見学会等のイベントは実施を
見送ります。

臨海部
国際戦
略本部

3
新川崎・創造のも
り推進事業

新川崎・創
造のもり推

進事業
４－２－３

新川崎・創造のもりを拠点とした産学共同研究開発
を促進するとともに、新たな産学交流・研究開発施
設の整備を行います。

・Ｋ２タウンキャンパスの管理・運営
・セミナー等の実施による産学交流の
機会創出（Ｋ２セミナー8回、ナノ・マイ
クロ技術支援講座12回）
・「新川崎地区ネットワーク協議会」や
研修会等の実施を通じたオープンイノ
ベーション基盤の構築
・4大学ナノ・マイクロファブリケーション
コンソーシアムと連携した研究機器開
放利用の推進
･｢産学交流・研究開発施設（ＡＩＲＢＩ
Ｃ）｣の整備推進（オープニングイベント
の実施）
・「産学交流・研究開発施設（ＡＩＲＢＩ
Ｃ）」を拠点としたオープンイノベーショ
ンの推進

３　ほぼ目標どおり

・Ｋ２タウンキャンパスについては適切に管理・運営
を行いました。
・Ｋ2セミナーについては5回、ナノ・マイクロ技術支
援講座については12回行いました（K2セミナーは、
新型コロナウィルスの影響により回数減）。
・「新川崎地区ネットワーク協議会」や研修会等の
実施を通じ、オープンイノベーション基盤の構築し
ました。
・４大ナノ・マイクロファブリケーションコンソーシアム
と連携し、研究機器開放利用を推進しました。
・ＡＩＲＢＩＣの整備及びオープニングイベントを適切
に実施しました。
・ＡＩＲＢＩＣを拠点としたオープンイノベーションの推
進に取り組みました。

A.貢献している

各取組について、目標どおり
に進捗しているとともに、
AIRBICの本格稼働に伴い、
国際的な展開を目指す入居
企業による拠点形成が進んで
いるため。

K2タウンキャンパス、かわさき
新産業創造センター（KBIC）
の指定管理者と調整・連携を
行うとともに、入居企業のニー
ズを把握しながら、ニーズに
沿った形で各施策を継続して
いきます。

新型コロナウイルス感染症の
状況等を踏まえ、感染予防を
徹底した上で、実施に向けて
調整を進めるとともに、必要に
応じてリモート等での事業対応
を実施します。

経済労
働局

4
羽田連絡道路
整備事業

羽田連絡道
路整備事業

４－４－１

羽田連絡道路の早期整備に向けた取組等を進めま
す。

・羽田連絡道路の整備推進

４　目標を下回った

目標を下回りました。
①については、橋梁下部工が完成するとともに上
部工の架設に着手しましたが、多摩川の土砂堆積
などに伴い、開通目標が令和2年度内に遅延が生
じたことについて、8月の常任委員会にて報告しま
した。なお、令和元年東日本台風の影響等により、
上部工工事に影響を受けている状況もありますが、
大規模工事の場を活用した新たな広報展開によ
り、本事業やキングスカイフロントの認知度向上を
図るとともに、本市のPRに貢献しました。 B.やや貢献してい

る

キングスカイフロントと羽田空
港周辺の連携を強化し、我が
国の経済の発展を牽引する成
長戦略拠点の形成を支えるイ
ンフラとして羽田連絡道路の
取組を進めており、平成29年6
月に工事着手し、整備を推進
しています。なお、台風19号
の影響を受けているものの、
大規模工事の場を活用した新
たな広報展開により、本事業
やキングスカイフロントの認知
度向上を図るとともに、本市の
PRに貢献しました。

羽田連絡道路は、国主催の
「羽田空港周辺・京浜臨海部
連携強化推進委員会」におい
て、2020年を目指した成長戦
略拠点の形成を支えるインフラ
として、本市と東京都、国土交
通省が協力して事業に取り組
んでいくことが確認されていま
す。平成29年6月から工事に
着手し、その過程において、
多摩川の土砂堆積などに伴
い、開通目標が令和2年度内
に遅延が生じたことについて、
8月の常任委員会にて報告し
ました。なお、令和元年東日本
台風の影響を受けている状況
ですが、早期の効果発現に向
けて、引き続き、整備工事を推
進していきます。

建設緑
政局



　　②海外との港湾物流の促進

取組名 事務事業名 施策番号 取組の内容 令和元年度の取組内容
「令和元年度の取組
内容」に対する達成

度

取組内容の実績等（取組内容に対し、「未達成部
分」又は「より達成できた部分」を記入してくださ

い。）

施策への貢献度
（評価）

評価の理由 今後の方向性
新型コロナウイルスの感染拡
大を踏まえた今後の方向性

担当局

5
ポートセールス事
業

ポートセー
ルス事業

４－４－２

川崎港の利用促進を図るため、取扱貨物の増加や
新規航路の開設に向けたポートセールスを推進しま
す。

・川崎港戦略港湾推進協議会と連携し
て国内外でのポートセールス活動を実
施します。

２　目標を上回った

コンテナターミナルの利用促進に関しては、「川崎
港戦略港湾推進協議会」が官民一体となって国内
外の荷主等に対してのポートセールス活動を推進
しました。特に前年度新設された航路については、
利用率の低さから船社が川崎港への寄港を取りや
めたり、抜港とならぬよう航路の安定化に向け、新
たな荷主の獲得や既存の荷主のフォローアップな
どを的確に行った結果、コンテナターミナルの取扱
量は過去最高を更新しました。

A.貢献している

・川崎港戦略港湾推進協議会
による官民一体となったポート
セールス活動の結果、新たな
荷主の川崎港利用が進むとと
もに、船社の川崎港への関心
が高まっていることが確認され
ています。
・新規荷主の開拓、既存荷主
へのフォローアップを通じて集
荷に取り組み、令和元年度の
コンテナ貨物取扱量（指定管
理者からの実績報告）は過去
最高の15万TEUを超えまし
た。

貨物量の増加に対応するた
め、来年度以降も引き続きコン
テナターミナルの施設整備を
計画しており、その進捗状況を
踏まえて事業の方向性につい
て検討を行いながら、ポート
セールス活動を進めていきま
す。 港湾局

6

東アジアの国際ハ
ブポート形成に向
けた京浜３港の連
携

京浜港広域
連携推進事

業
４－４－２

アジア諸港との競争の中で川崎港がプレゼンスを
発揮するため、東京港、横浜港からなる京浜３港の
連携を深め、一体となって貨物集荷や港湾機能の
充実・強化を進めることで、京浜港の国際競争力の
強化に向けた取組を進めます。

・港湾運営会社の運営委状況に対す
る助言、指導を行います。
・「京浜港の総合的な計画」に基づき、
川崎港の特徴を活かした取組を進める
ことにより、貨物取扱量の増加を図りま
す。

３　ほぼ目標どおり

・港湾運営会社の運営に対する助言、指導等を行
いました。
・川崎港の特徴を活かした取組を進めることにより、
令和元年のコンテナ貨物取扱量が前年比１１０％を
超える見込みとなりました。 A.貢献している

港湾運営会社との連携や、川
崎港の特徴を活かした集荷活
動により、令和元年のコンテナ
貨物取扱量は９年連続で増加
となり、京浜港の国際競争力
強化に貢献しました。

港湾運営会社と連携し、更な
る航路誘致、貨物集荷に向け
た取組を行います。

港湾局

7
友好港ダナン港と
の交流推進

友好港交流
推進事業

４－４－２

ダナン港と川崎港の発展と、相互利用の促進につ
ながる人材交流及び情報交換を進めます。

・ダナン港訪問団が川崎港に来訪し、
ポートセールスや意見交換を実施する
予定です。

３　ほぼ目標どおり

・ダナン港への訪問時に港湾開発や貿易促進に関
する意見交換や人材交流を行いました。なお、ダ
ナン港訪問団の来川は新型コロナウィルスの影響
により見送られました。

A.貢献している

ダナン港との友好港交流は25
年以上の取組ですが、時期に
応じて交流の目的や取組内
容を検討し、交流の成果が両
港の発展に寄与するよう取り
組んでいます。

引き続き、ダナン港との間で定
期的な情報交換に努め、取扱
貨物量の増大に向けた港湾の
管理運営・ポートセールスの方
法等を共有し直行航路の維持
に向けた取組を進めます。

港湾局

8
連雲港港との交流
推進

友好港交流
推進事業

４－４－２

連雲港港と川崎港の発展と、相互利用の促進につ
ながる人材交流及び情報交換を進めます。

・連雲港港訪問団が川崎港に来訪し、
ポートセールスや意見交換を実施する
予定です。

３　ほぼ目標どおり

・連雲港港訪問団の来川は、先方都合により見送
られましたが、コロナウィルス対応など、適宜メール
を通じて調整交渉を続けました。

A.貢献している

川崎港と連雲港港は平成１２
年に交流協議書を交わして以
降交流を続けており、特に近
年は平成２４年以降に開設さ
れたコンテナ定期航路の安定
化とさらなる取扱量の増加を
目指して取り組んでいます。

引き続き、連雲港港との間で
定期的な情報交換に努め、取
扱貨物量の増大に向けた港湾
の管理運営・ポートセールスの
方法等を共有し、直行航路の
維持・拡充に向けた取組を進
めます。

港湾局

　　③高度人材の呼び込みに向けた環境づくり

取組名 事務事業名 施策番号 取組の内容 令和元年度の取組内容
「令和元年度の取組
内容」に対する達成

度

取組内容の実績等（取組内容に対し、「未達成部
分」又は「より達成できた部分」を記入してくださ

い。）

施策への貢献度
（評価）

評価の理由 今後の方向性
新型コロナウイルスの感染拡
大を踏まえた今後の方向性

担当局

京急川崎駅
周辺地区整

備事業
４－５－１

川崎駅北口第２街区10番館ビルにつ
いて、建替えに向けた設計に着手しま
す。
・京急川崎駅西街区の事業着手に向
けた調整を進めます。 ３　ほぼ目標どおり 特になし A.貢献している

事業進行中、着手前であるも
のの、進捗は概ね予定通り進
捗しているため。
・京急川崎駅西街区について
は、事業着手に向けた庁内や
地権者等との調整を進めてい
るため。

概ね予定通り進捗しているた
め。

まちづく
り局

JR川崎駅北
口自由通路
等整備事業

４－５－１

観光案内所の運営方法について適宜
見直しながら、更に利用者の利便性を
向上させることを目標に運営し、賑わい
の創出に寄与します。

３　ほぼ目標どおり 特になし A.貢献している

本市を訪れる外国人観光客に
対し、多言語で情報発信を行
うことで市の魅力発信の強化
につながりました。

今後も外国人の利用者増加が
見込まれることから、継続して
運営を行います。

新型コロナウイルスの感染防
止対策を行い、安全・安心に
配慮した運営をしていきます。

経済労
働局

9
川崎駅周辺の国
際化に対応したま
ちづくり

「川崎駅周辺総合整備計画」や「京急川崎駅周辺
地区まちづくり整備方針」に基づき、国際化を見据
えた都市拠点の形成や多言語による案内・情報発
信の充実を図ります。



　取組の方向性２　企業の海外展開による国際競争力の強化

　　①企業の海外ビジネス展開支援

取組名 事務事業名 施策番号 取組の内容 令和元年度の取組内容
「令和元年度の取組
内容」に対する達成

度

取組内容の実績等（取組内容に対し、「未達成部
分」又は「より達成できた部分」を記入してくださ

い。）

施策への貢献度
（評価）

評価の理由 今後の方向性
新型コロナウイルスの感染拡
大を踏まえた今後の方向性

担当局

10
海外販路開拓事
業

海外販路開
拓事業

４－１－１

海外での販路開拓に係る機会の創出、国内外での
フォローアップ等を通じ、市内企業の海外ビジネス
展開を促進します。

①ＡＳＥＡＮ地域等海外や国内での展
示会・商談会による市内企業活動の支
援（企業数：20社以上）
②海外ビジネス支援センター（ＫＯＢＳ）
のコーディネーターによる市内企業の
海外展開支援
③海外における現地でのビジネスマッ
チング支援の実施
④市内企業のニーズに応じたセミナー
等の開催
⑤平成30年度に実施した「海外展開に
関するアンケート調査」結果に基づく企
業ニーズを踏まえた「中小企業海外展
開支援事業補助金」等新たな支援メ
ニューの実施

２　目標を上回った

目標を上回って達成できました。
①③商談会等の開催やビジネスマッチング支援等
の実施により、企業活動支援件数は40社、マッチン
グ件数は343件となり、市内企業の海外展開支援を
行いました。
②コーディネーターの活動により市内企業へ425件
の相談等を実施し、海外展開を希望する企業活動
の支援を行いました。
④ミャンマービジネスセミナー等海外ビジネスに関
するセミナーを3回開催し、市内企業のニーズの高
いテーマに関して情報提供を行いました。
⑤令和元年度新規事業の「中小企業海外展開支
援事業補助金」により、海外で開催される展示会へ
の出展等について28社の市内企業を支援しまし
た。

A.貢献している

海外商談会の開催やビジネス
マッチングの実施により成果
指標である「支援企業数」は
平成30年度、令和元年度と目
標を達成しています。また、川
崎市海外ビジネス支援セン
ター（ＫＯＢＳ）による相談対応
支援や令和元年度に創設し
た「中小企業海外展開支援事
業補助金」等により市内企業
の海外展開を支援するなど、
施策への貢献はありました。

少子高齢化・人口減少による
国内需要の縮小が予想される
一方で、中国に代表される新
興国では急速な経済発展によ
り、需要が大きく拡大していま
す。市内中小企業者は、この
ような変化に的確に対応し、海
外需要を積極的に取り込んで
成長につなげていくことが重要
となっていることから、引き続き
市内企業の海外展開を支援し
ます。

新型コロナウィルス感染症を踏
まえ、海外安全情報や企業活
動の動向等を配慮し必要に応
じて事業の見直し等を行うとと
もにオンライン面談等も活用
し、より海外展開に取組みや
すい支援体制の構築を進めて
いきます。 経済労

働局

11
対内投資促進事
業

対内投資促
進事業

４－１－３

独立行政法人日本貿易振興機構（ジェトロ）との連
携により相談業務、情報提供、国際ビジネスセミ
ナー開催、商談アレンジなどの様々な支援を行いま
す。

①海外団体等の本市訪問時における
プロモーションの実施
②市内インキュベーション施設の視察
実施
③対内投資連絡会議での情報交換等
の実施
④ジェトロや神奈川県等との連携によ
る個別貿易投資相談、情報提供、セミ
ナーなどの実施

３　ほぼ目標どおり

目標どおり達成できました。
①海外団体等の本市訪問時に本市ビジネス環境
の優位性等に関するプロモーションを実施しまし
た。
②外国企業等に対する市内インキュベーション施
設の視察を実施しました。
③ジェトロや神奈川県等との連携により対内投資連
絡会議を12回実施しました。
④ジェトロや神奈川県等との連携により外国企業に
対して市内インキュベーション施設等に関する情報
提供等を行いました。

B.やや貢献してい
る

ジェトロや神奈川県との連携
により、海外団体等への本市
プロモーションを実施すること
で、施策に貢献しています。

ジェトロや神奈川県との連携に
より、海外団体等への本市プ
ロモーションを実施することに
より、外国企業・資本の呼び込
みを図ります。

対日投資連絡会議等の開催
や海外への渡航、海外企業等
の来訪が困難になっており、こ
れらに関する最新の動向等に
対応しながら事業を進めてい
きます。

経済労
働局

12

コンベンション
ホールを活用した
オープンイノベー
ション等の推進

川崎市コン
ベンション
ホール管理
運営事業

４－２－３

オープンイノベーションの交流拠点として、川崎市コ
ンベンションホールの管理運営を行います。

・指定管理者による管理・運営
・利用促進に向けた広報の実施

４　目標を下回った

・目標稼働率５５％に対し実績が４２％となりました。

B.やや貢献してい
る

ＤＭ送付等の広報やリピー
ターの獲得による結果として、
稼働率は上がってきており、
企業や研究者等の交流機会
の創出に貢献しています。

引き続き指定管理者と連携し、
積極的な周知等を行いながら
稼働率の向上に取り組み、
オープンイノベーションの交流
拠点として、産業交流の促進
を図っていきます。

新型コロナウイルスの感染防
止対策を行い、安全・安心に
配慮した運営をしていきます。

経済労
働局

　取組の方向性３　海外への先端環境技術移転によるビジネス展開

　　①環境産業のグローバル化の促進

取組名 事務事業名 施策番号 取組の内容 令和元年度の取組内容
「令和元年度の取組
内容」に対する達成

度

取組内容の実績等（取組内容に対し、「未達成部
分」又は「より達成できた部分」を記入してくださ

い。）

施策への貢献度
（評価）

評価の理由 今後の方向性
新型コロナウイルスの感染拡
大を踏まえた今後の方向性

担当局

13
国際環境産業推
進事業

国際環境産
業推進事業

４－１－１

「グリーン・イノベーション推進方針」に基づき、新た
な環境関連ビジネスの創出やビジネスマッチングを
促進します。

・川崎国際環境技術展の開催
・JCM事業等の実施（ミャンマー・ヤン
ゴン市他）
・フォーラム、セミナー等の開催
・HP等を通じて情報発信

３　ほぼ目標どおり

ほぼ目標通り達成できました。
・川崎国際環境技術展におけるビジネスマッチング
の件数は600件以上を目標としていましたが、結果
として562件となりました。開催時期の変更に伴い、
年2回の開催となったことが要因であると考えます。
・マッチング・フォローアップについては、経営支援
ＮＰＯクラブと連携し、取組を実施し、100件近くの
ビジネスマッチングにつなげました。
・グリーンイノベーションクラスターのプロジェクトに
よる環境関連ビジネスの創出及び国際貢献の推進
の実施については、環境省等のＪＣＭスキームやク
ラスター会員企業との連携により、5件のプロジェク
ト形成につなげました。

A.貢献している

昨今の国際動向も踏まえ、市
内企業の新たな環境関連ビジ
ネスの創出や国際的なビジネ
スマッチングの場の提供を効
果的に行っており、こうした取
組により、施策目標の達成に
も着実に貢献しています。

今後も引き続き、市内企業の
ニーズを把握し効果的に事業
を進め、新たな環境関連ビジ
ネスの創出や国際的なビジネ
スマッチングの場等を提供しま
す。

新型コロナ感染症を踏まえ、
今後、環境産業の情報発信や
環境技術の海外移転につい
て、感染リスクに十分配慮した
実施手法を検討していきます。
また、新しい生活様式に沿うビ
ジネスマッチングやイベント運
営のあり方についても検討して
まいります。

経済労
働局

14
環境調和型まちづ
くり（エコタウン）推
進事業

環境調和型
まちづくり

（エコタウン）
推進事業

４－２－２

川崎エコタウン立地企業における資源循環等の取
組を支援することで、環境調和型のまちづくりを推
進します。

・エコタウンの情報発信
・エコタウン立地企業の支援

３　ほぼ目標どおり

・国の補助金を活用し、エコタウン立地企業等と連
携し、脱炭素地域づくりに向けたFS調査等を実施
しました。
・業務委託先の（一社）川崎ゼロ・エミッション工業
団地と連携し、エコタウン会館における情報発信や
会館の管理運営を適切に行いました。また、ゼロエ
ミ団地見学ツアーについては、2日間で64名の方に
ご参加いただき、団地内企業と連携して実施するこ
とができました。また、参加者アンケートを実施し、
参加者全体の88.9％の方に「満足した」という回答
をいただきました。

A.貢献している

川崎のエコタウン事業の成果
は、国内外から大きな注目を
集めており、関心度が高まっ
ています。また、市民からの視
察依頼も多く、市民の環境意
識の向上など、施策目標の達
成に貢献しています。また、エ
コタウン立地企業の高度化と
いう観点では、今年度の環境
省エコタウン補助事業の採択
を受け、立地企業等とともに事
業を進めており静脈産業の高
度化・低炭素化の推進といっ
た成果につながっています。

今後も引き続き、市内企業の
ニーズを把握しながら、効果的
に事業を進めていきます。具
体的には、環境省の補助金等
も活用しながら、市内企業の
ニーズに即した資源循環の効
率化・省人化等、エコタウンの
高度化を図っていきます。

新型コロナウイルス感染症を踏
まえ、情報発信や市内企業の
資源循環の取組支援について
は、感染リスクに十分配慮した
実施手法の検討をしていきま
す。

経済労
働局



環境調和型
まちづくり

（エコタウン）
推進事業

４－２－２

川崎エコタウンなどの環境関連施設の
視察を受け入れ、先端技術等の情報
を海外へ発信します。

３　ほぼ目標どおり

目標どおり達成できました。

A.貢献している

海外の様々な国からの視察を
約260名受け入れ、川崎の環
境技術を海外へ発信しまし
た。

引き続き海外からの視察も受
け入れ、環境技術等の発信を
行うことで国際展開を推進しま
す。

新型コロナウイルス感染症を踏
まえ、視察時の感染拡大防止
徹底を図るため、視察受け入
れ施設等と視察対応時の方針
などについて検討してまいりま
す。

経済労
働局

地球温暖化
対策事業

３－１－１

・夏休み環境教室の開催
・ミニ環境教室の開催
・イベント等への出張講座の実施
・展示施設の更新

３　ほぼ目標どおり

・令和元年度来館者数14,700人（うち約１割が外国
人来館者）
・夏休み環境教室４日間、ミニ環境教室（毎週土曜
日）開催
・イベント等への出張講座
・展示施設の更新
・バスツアー（新型コロナウイルス感染症拡大防止
のため中止）

A.貢献している

視察の受入や取材を通して、
メガソーラーをはじめ川崎市
の環境配慮への取組を発信
するとともに、展示更新により
臨海部に集積する水素関連
技術の情報も発信しているた
め。

東京オリンピック・パラリンピック
を契機として、施設の魅力向
上を図り、より多くの諸外国か
らの来館者の増加を図る。

新型コロナウイルス感染症の
拡大防止のため、３密を回避し
たイベント開催やWebコンテン
ツの活用等、適時状況に応じ
た実施方法を検討していきま
す。

環境局

国際環境技
術連携事業

３－１－１

海外からの視察・研修を受け入れ、環
境技術を活かした国際貢献に取り組み
ます。

３　ほぼ目標どおり

令和元年度は19件302名海外からの視察・研修を
受け入れ、環境技術を活かした国際貢献に取り組
みました。

B.やや貢献してい
る

令和元年度は19件302名海外
からの視察・研修を受け入
れ、環境技術を活かした国際
貢献に取り組むことができまし
た。

引き続き、海外からの視察・研
修を受け入れ、環境技術を活
かした国際貢献に取り組みま
す。

・新型コロナウイルス感染症拡
大防止による渡航制限のた
め、特に海外からの来館者数
の減少が見込まれます。
・新型コロナウイルス感染症拡
大防止のため、イベント等の開
催手法を見直し、実地開催の
場合は消毒等の感染拡大防
止対策を講じます。

環境局

　　②上下水道分野における官民連携による国際展開

取組名 事務事業名 施策番号 取組の内容 令和元年度の取組内容
「令和元年度の取組
内容」に対する達成

度

取組内容の実績等（取組内容に対し、「未達成部
分」又は「より達成できた部分」を記入してくださ

い。）

施策への貢献度
（評価）

評価の理由 今後の方向性
新型コロナウイルスの感染拡
大を踏まえた今後の方向性

担当局

16
上下水道分野に
おける国際展開推
進事業

上下水道分
野における
国際展開推

進事業

４－１－１

世界の水環境改善に向けて、水関連企業と連携し
て上下水道分野の国際展開を推進します。

かわさき水ビジネスネットワークを通じ
た、水関連企業の海外展開支援の推
進

３　ほぼ目標どおり 目標どおり達成できました。 A.貢献している

かわさき水ビジネスネットワー
クを通じた水関連企業の海外
展開支援の推進について、令
和元年度の目標値を達成す
るなど、施策に貢献していま
す。

かわさき水ビジネスネットワーク
を通じた水関連企業の海外展
開支援の推進について、令和
元年度の目標値を達成したこ
とから、引き続き取組を推進し
ていきます。

新型コロナウイルス感染拡大
の影響を鑑み、国やJICA等の
方針を踏まえ取組を推進して
いきます。

上下水
道局

【取組方針Ⅱ】強みと魅力を活かした世界的プレゼンスの向上

　取組の方向性１　国際的認知度向上の促進

　　①先端技術都市・かわさきの世界的アピール、国際貢献

取組名 事務事業名 施策番号 取組の内容 令和元年度の取組内容
「令和元年度の取組
内容」に対する達成

度

取組内容の実績等（取組内容に対し、「未達成部
分」又は「より達成できた部分」を記入してくださ

い。）

施策への貢献度
（評価）

評価の理由 今後の方向性
新型コロナウイルスの感染拡
大を踏まえた今後の方向性

担当局

17

インドネシア・バン
ドン市との都市間
連携による低炭素
都市形成支援の
取組

国際連携・
研究推進事

業
３－１－１

インドネシア・バンドン市が目指す低炭素社会実現
のための取組を支援します。

ＪICA草の根技術協力事業地域活性化
特別枠において採択された事業実施
スケジュールに則り、バンドン市の廃棄
物管理能力向上を支援するとともに、
環境省の都市間連携事業に参画し、
低炭素都市形成に向けた取組支援を
行います。

３　ほぼ目標どおり

ＪICA草の根技術協力事業地域活性化特別枠にお
いて採択された令和元年度分の事業実施スケ
ジュールに則り、バンドン市の廃棄物管理能力向
上を支援しました。
また、環境省のインドネシアにおける河川水質改善
のための都市間連携事業に参画し、川崎市の水環
境管理に関する知見をバンドン市に提供しました。
さらに、両市間の低炭素で持続可能な都市形成に
向けた都市間連携に関する覚書を再締結しまし
た。

A.貢献している

廃棄物管理については、３年
間の事業の最終年度として、
バンドン市の廃棄物管理条例
が改定されるなど、バンドン市
の廃棄物管理能力向上に貢
献することができました。
また、本市の知見の提供など
により、バンドン市の水環境管
理能力の向上に貢献しまし
た。

引き続き、環境省のインドネシ
アにおける河川水質改善のた
めの都市間連携事業に参画
し、バンドン市の水環境管理能
力の向上に貢献します。

新型コロナウイルス感染症の
拡大防止のため、海外渡航の
制限等の対策としてWeb会議
を活用する等、適時状況に応
じた実施方法を検討していきま
す。

環境局

18

マレーシア・ペナ
ン州との都市間連
携による低炭素都
市形成支援の取
組

国際連携・
研究推進事

業
３－１－１

マレーシア・ペナン州が目指す低炭素社会実現の
ための取組を支援します。

ペナン州の低炭素都市形成に向けた
プロジェクトの構築を検討し、取組支援
を行います。

３　ほぼ目標どおり

川崎国際エコビジネスフォーラム等を活用して、ペ
ナン州政府と新規プロジェクトについての協議を行
いました。

B.やや貢献している

ペナン州政府との醸成した信
頼関係により、国際貢献に資
する新規プロジェクトについて
協議を行うことができました。

引き続き、ペナン州政府と新規
プロジェクトについての協議を
進めます。

新型コロナウイルス感染症の
拡大防止のため、海外渡航の
制限等の対策としてWeb会議
を活用する等、適時状況に応
じた実施方法を検討していきま
す。

環境局

19

インドネシア・ジャ
カルタ市との都市
間連携による低炭
化支援の取組

国際環境産
業推進事業

４－１－１

都市間連携によるジャカルタ市の低炭素化支援 環境省JCM（二国間クレジット）事業とし
て、ジャカルタ市の低炭素化に向けた
取組支援を行います。

３　ほぼ目標どおり 目標どおり達成できました。 A.貢献している

都市間連携を通じてジャカル
タ市との環境ビジネスに向け
た関係構築が進展しました。

引き続き、都市間連携による
ジャカルタ市の低炭素社会化
に向けた取組を支援するととも
に、市内企業の海外展開に向
けたネットワークの構築に取り
組みます。

新型コロナ感染症を踏まえ、
今後、低炭素社会実現に向け
た都市間連携 について、感染
リスクに十分配慮した実施手法
を検討していきます。 経済労

働局

15
環境関連施設の
視察受入

川崎エコタウンなどの環境関連施設の視察を受け
入れ、先端技術等の情報を海外へ発信します。



20

ミャンマー・ヤンゴ
ン市との都市間連
携による低炭素化
支援の取組

国際環境産
業推進事業

４－１－１

ミャンマー・ヤンゴン市が目指す低炭素社会実現の
ための取組を支援します。

環境省JCM（二国間クレジット）事業とし
て、ヤンゴン市の低炭素化に向けた取
組支援を行います。

３　ほぼ目標どおり 目標どおり達成できました。 A.貢献している

都市間連携を通じてヤンゴン
市との環境ビジネスに向けた
関係構築が進展しました。

ミャンマー・ヤンゴン市が目指
す低炭素社会実現のための取
組を支援するとともに、市内企
業の海外展開に向けたネット
ワークの構築に取り組みます。

新型コロナ感染症を踏まえ、
今後、低炭素社会実現に向け
た都市間連携 について、感染
リスクに十分配慮した実施手法
を検討していきます。

経済労
働局

21
地球温暖化対策
の推進

地球温暖化
対策事業

３－１－１

市民・事業者などの多様な主体との協働により、温
室効果ガス削減の取組（緩和策）とともに、温暖化
に起因する異常気象等の気候変動への適応策を
推進します。

・改定後の地球温暖化対策推進計画
に基づき、温室効果ガス排出量削減の
取組（緩和策）と気候変動への適応策
を着実に推進していきます。
・かわさきエコ暮らし未来館等を活用し
た普及啓発を実施するとともに、東京
オリンピック・パラリンピックを契機とした
かわさきエコ暮らし未来館の魅力向上
に向けた取組を推進します。
・低CO２川崎ブランド等推進協議会に
よる製品の認定・認証業務を実施する
とともに、認定・認証製品の普及に向け
た取組を推進します。

３　ほぼ目標どおり

・市域における温室効果ガス排出量は最新の値で
ある平成29年度暫定値で平成2年度比-18.6%とな
り、減少しています。
・かわさきエコ暮らし未来館について、広報等により
来場者数が14,700人と1,800人近く増加し、通常の
展示案内に加え、展示の更新や環境教室等を実
施し、地球温暖化対策について普及啓発を行いま
した。
・低ＣＯ２川崎ブランドとして、ＣＯ２削減に貢献する
製品等を、新たに12件認定しました。

B.やや貢献している

地球温暖化対策推進基本計
画の目標である、令和
12(2030)年度の温室効果ガス
排出量を平成2(1990)年度比
で30%以上削減に向け、減少
傾向となっています。

地球温暖化対策推進計画に
基づき、引き続き、温室効果ガ
ス排出量削減の取組（緩和策）
と気候変動への適応策を着実
に推進していきます。
かわさきエコ暮らし未来館につ
いては、魅力向上に向けた取
組を推進し、来館者数の拡大
に取り組みます。

・コロナ終息後における「グリー
ン・リカバリー（脱炭素社会を
目指し、環境と調和した経済
復興）」の視点について、国の
今後の動向等も踏まえながら、
効果的な取組等について検討
する必要があります。
・かわさきエコ暮らし未来館に
おいて、新型コロナウイルス感
染症拡大防止による渡航制限
のため、特に海外からの来館
者数の減少が見込まれます。
イベント等の開催手法を見直
し、実地開催の場合は消毒等
の感染拡大防止対策を講じま
す。
・低ＣＯ２川崎ブランド等推進
協議会の開催方法、対象製品
の募集期間、認定結果発表会
の開催方法等について検討が
必要となります。

環境局

22
国際戦略拠点プ
ロモーションの推
進

国際戦略拠
点活性化推

進事業

４－４－１

キングスカイフロントにおける企業の研究内容を紹
介するメールニュースなどの情報発信や、国際展示
会に出展するなど、国内外の高度人材・企業等との
ネットワーク構築に向けた取組を推進します。

・キングスカイフロント公式ウェブサイト
の運営
・研究内容に特化したウェブニュースレ
ターの発行（年３回）
・国際総合バイオイベント「Ｂｉｏ Japan」
への出展

３　ほぼ目標どおり

目標どおり達成しました。

A.貢献している

キングスカイフロントにおける
研究成果や最新動向を、国内
外のメディア、ジャーナリスト等
へウェブニュースレターを発信
し周知するとともに、国際的な
バイオテクノロジー分野の総
合展示会へ出展し、キングス
カイフロントで行われている取
組をＰＲすることにより、国内外
の高度人材、企業等とのネット
ワーク構築を図ることができて
いるため。

キングスカイフロント内の活動
状況を発信していくPRを主体
とした取組と国内外の高度人
材・企業等とのネットワーク構
築に向けた取組を分け、後者
を川崎市産業振興財団へ事
業移管することで、効率的かつ
効果的に取り組みます。

ウェブニュースレターは、キン
グスカイフロント立地機関との
ネットワーク構築等に向けて、
キングスカイフロントでの研究・
事業活動と親和性の高い分
野・地域に絞り込み、効果的・
効率的に取り組みます。
国際展示会への出展では、新
型コロナウイルス感染拡大防
止策を講じるとともに、来日で
きない海外関係者とはオンライ
ンミーティングツールなどを活
用して面談を実施します。

臨海部
国際戦
略本部

23
環境技術情報収
集・発信の取組

国際環境技
術連携事業

３－１－１

本市の産業公害の歴史や先進的な取組などの環
境技術情報を収集し、環境ポータルサイトを活用し
て国内外へ情報を発信します。

本市の先進的な取組などの環境技術
情報を収集し、ポータルサイトを活用し
て国内外へ情報を発信します。

３　ほぼ目標どおり

本市の先進的な取組などの環境技術情報を収集
し、ポータルサイトを活用して国内外へ情報を発信
しました。

B.やや貢献している

本市の先進的な取組などの環
境技術情報を収集し、ポータ
ルサイトを活用して国内外へ
情報を発信することができまし
た。

引き続き、本市の先進的な取
組などの環境技術情報を収集
し、ポータルサイトを活用して
国内外へ情報を発信します。 環境局

24
廃棄物処理分野
での国際貢献の
推進

廃棄物企画
調整事業

３－２－２

本市と協定や覚書を締結した海外都市を中心に、
廃棄物処理や3Ｒの取組について海外都市の行政
担当者や企業担当者に対して、本市のこれまでの
経験や技術を活かした支援を行います。

海外都市等からの要請に応じ、関係部
署と調整を行っていくとともに、本市の
廃棄物処理に関する講義及び施設見
学を通じた意見交換等を行っていきま
す。

３　ほぼ目標どおり

海外都市等からの要請に応じ、関係部署と調整の
上、海外都市の行政担当者等に対し、本市の廃棄
物処理に関する講義及び施設見学を通じた意見
交換等を計６回実施しました。

A.貢献している

廃棄物処理に関する講義及
び施設見学を通じた意見交換
等の実施により、海外都市に
おける廃棄物の適正処理、３R
の取組の推進及び本市の国
際的認知度向上に貢献してい
ると考えられるため。

海外都市の行政担当者や企
業担当者に対して、本市のこ
れまでの経験や技術を活かし
た支援を行うことは、当該都市
における廃棄物の適正処理、
３Rの取組の推進及び本市の
国際的認知度向上に貢献する
と考えられることから、当該事
業を現状のまま継続します。

「緊急事態宣言解除後におけ
る本市行政運営方針」に基づ
き、国、関係機関が定めるガイ
ドライン等を踏まえながら、感
染症予防対策を講じて実施し
ます。 環境局

25
中国・瀋陽市等と
連携した環境改善
の取組

国際環境技
術連携事業

３－１－１

本市と瀋陽市の間で締結した協定・覚書に基づき、
瀋陽市の環境改善に向けた取組の支援を行いま
す。

瀋陽市環境技術研修生を受け入れ、
瀋陽市の環境改善に向けた取組の支
援を行います。

３　ほぼ目標どおり

瀋陽市の行政職員2名を5日間、技術職員2名を21
日間受け入れ、瀋陽市の環境技術向上に資する
研修・視察を実施しました。

B.やや貢献している

瀋陽市の行政職員2名を5日
間、技術職員2名を21日間受
け入れ、瀋陽市の環境技術向
上に資する研修・視察を実施
することができました。

引き続き、瀋陽市環境技術研
修生を受け入れ、瀋陽市の環
境改善に向けた取組の支援を
行います。

新型コロナウイルス感染症の
拡大防止のため、海外渡航の
制限や３密を回避したイベント
開催などの対策としてWebを活
用する等、適時状況に応じた
実施方法を検討していきます。

環境局

26
上下水道分野に
おける技術協力

上下水道分
野における
国際展開推

進事業

４－１－１

世界の水環境改善に向けて、職員の派遣や研修
生・視察者の受入等を通じた技術協力による国際
貢献を行います。

ＪＩＣＡ等を通じた専門家派遣や研修
生・視察者受入れの推進

３　ほぼ目標どおり

目標どおり達成できました。

A.貢献している

ＪＩＣＡ等を通じた専門家派遣
や研修生・視察者受入れの推
進について、令和元年度の目
標を達成するなど、施策に貢
献しています。（専門家派遣：
3名、研修生・視察者受入人
数：128名）

ＪＩＣＡ等を通じた専門家派遣
や研修生・視察者受入れの推
進について、令和元度の目標
値を達成したことから、引き続
き取組を推進していきます。

新型コロナウイルス感染拡大
の影響を鑑み、国やJICA等の
方針を踏まえ取組を推進して
いきます。

上下水
道局



27
グリーン・イノベー
ション・国際環境
施策推進事業

グリーン・イ
ノベーショ
ン・国際環

境施策推進
事業

３－１－１

本市との強みと特徴である、環境技術・産業の集積
を活かし、国際貢献を果たすとともに、次世代の川
崎の活力を生み出し持続可能な社会を創造してい
きます。

グリーンイノベーションの創出を目指す
研究会を開催します。
展示会の出展等を通じて市内外に情
報発信を行い認知度向上に努めま
す。

３　ほぼ目標どおり

目標どおりに達成できました。
クラスター参加事業者等と連携した「インドネシア・
バンドン市における廃棄物適正管理に関するビジ
ネス研究」をテーマとした研究会（５回）や、グリーン
イノベーションフォーラムを開催するとともに、研究
会参加企業へのヒアリング等を実施し、研究会参加
事業者が環境省の補助事業を獲得する等、事業
者の持つ技術と、市の保有する知見を併せることで
効果的な取組を進められることが検証できました。
リーフレット等の作成・配布や「エコプロ展」等の展
示会への出展（出展回数:6回）等を通じて、情報発
信を行いました。

B.やや貢献している

本市のグリーンイノベーション
の取組を展示会等を通じて情
報発信を行いました。また、環
境課題の解決とイノベーション
の創出を目指した研究会を開
催したほか、グリーンイノベー
ションフォーラムを国際環境技
術展で開催しました。なお、研
究会参加企業と連携して作成
した技術提案については、環
境総合研究所と共に現地政
府へ具体的な提案を行い、参
加企業の優れた技術をPRし、
事業化アイデアの獲得を促し
たことから、一定程度の施策
への貢献がありました。

研究会等を通じて、脱炭素化
等の環境課題の解決に資する
取組を多様な主体と検討する
ことで、事業化アイデアの獲得
を促し、川崎からイノベーショ
ンの創出を目指します。また、
脱炭素化に向けたグリーンイノ
ベーションの取組について展
示会等を通じた情報発信を行
います。

新型コロナウイルス感染症の
拡大防止に配慮しながら研究
会等の開催運営を検討してき
ます。また、展示会等の中止の
ため出展回数が目標より少な
くなる可能性がある中、そのよ
うな状況下においても、事業の
目的を達成できるよう様々な手
法を検討しながら取り組んでい
きます。

環境局

28
UNEP等、国際機
関と連携した国際
貢献の推進

国際環境技
術連携事業

３－１－１

国連環境計画(UNEP）等との連携により、本市の有
する環境技術や経験を活かし、工業化途上の都市
の環境対策や環境配慮の取組への支援を推進しま
す。

市内の優れた環境技術や国内外の環
境への取組についての情報交換及び
参加都市間との信頼関係の醸成を目
的に、フォーラムを開催します。

３　ほぼ目標どおり

市内の優れた環境技術や国内外の環境への取組
についての情報交換及び参加都市間との信頼関
係の醸成を目的に、令和元年11月13日に川崎国
際エコビジネスフォーラムを開催しました。

B.やや貢献している

市内の優れた環境技術や国
内外の環境への取組につい
ての情報交換及び参加都市
間との信頼関係の醸成を目的
に、令和元年11月13日に川
崎国際エコビジネスフォーラム
を開催することができました。

引き続き、市内の優れた環境
技術や国内外の環境への取
組についての情報交換及び参
加都市間との信頼関係の醸成
を目的に、フォーラムを開催し
ます。

新型コロナウイルス感染症の
拡大防止のため、海外渡航の
制限や３密を回避したイベント
開催などの対策としてWebを活
用する等、適時状況に応じた
実施方法を検討していきます。

環境局

29
水素戦略推進事
業

水素戦略推
進事業

４－２－４

「水素社会の実現に向けた川崎水素戦略」に基づく
取組を推進します。

水素エネルギーの積極的な導入と利
活用による「未来型環境・産業都市」の
実現に向けて、国や関係自治体、企業
等多様な主体と連携した水素・燃料電
池のリーディングプロジェクトを創出・推
進するとともに、シンポジウムの開催や
情報発信施設の整備等を通じて、水
素・燃料電池に関する社会認知度の
向上に向けた取組を推進します。ま
た、利用者のニーズに合った水素を安
定的に供給する水素ネットワーク構築
の具体化に向けた検討を行うとともに、
新たな事業モデルの創出に向けた取
組を推進します。

３　ほぼ目標どおり

①水素サプライチェーンの構築に向けた実証事業
への支援・協力
②自立型水素エネルギー供給システムの構築に向
けた共同実証事業の実施、普及方策等の検討
③使用済みプラスチック由来低炭素水素を活用し
た実証事業の実施
④再生可能エネルギー由来水素の燃料電池
フォークリフトへの利活用実証事業の実施、普及方
策等の検討
⑤鉄道駅におけるＣＯ２フリー水素の利活用の取
組の実施
⑥パッケージ型水素ステーションの実証事業の実
施と商用化の検討、普及方策等の検討
⑦CO2フリー水素充填・フォークリフト活用モデル
実証事業の実施
⑧燃料電池鉄道車両の実用化に向けた実証事業
の実施に向けた支援・協力

A.貢献している

リーディングプロジェクトを8件
推進し、いずれも概ね順調に
推進できたことから、施策への
貢献はありました。

令和3年度中に、水素を用い
た燃料電池と蓄電池の組み合
わせで電車を走行させるハイ
ブリッドシステムを搭載した「ハ
イブリッド鉄道車両」による実
証試験を川崎市内で行う予定
です。また、脱炭素化への切り
札として、水素の取組の重要
性は一層大きくなっておりま
す。川崎臨海部を核とした水
素ネットワーク化 もの実現に向
け、新たなプロジェクトの導出
を進めます。

社会認知度向上の取組につ
いて、HPを通じた情報発信
等、新型コロナウイルス感染拡
大を踏まえた手法を検討・推
進します。その他の取組につ
いては、現状の方向性を維持
していきます。

臨海部
国際戦
略本部

国際交流推
進事業

４－９－１

JICAとの連携により開発途上地域にお
ける課題解決に向けて、本市のこれま
での経験や技術を生かした支援を行い
ます。

３　ほぼ目標どおり

JICAと開発途上地域における課題解決に向けて、
情報共有や意見交換を行いました。

B.やや貢献している

JICA副理事長等と開発途上
地域における課題解決に向け
て、情報共有や意見交換を
行ったため。

引き続き、JICAと連携し、開発
途上地域における課題解決に
向けて、本市のこれまでの経
験や技術を生かした支援を行
います。

JICAが実施する事業が、コロ
ナウイルス感染症拡大の影響
により一時中断していますが、
コロナウイルス感染症の影響を
踏まえながら、引き続きJICAと
の連携が円滑に行えるよう良
好な関係の維持等に努めてい
きます。

総務企
画局

国際環境産
業推進事業

４－１－１

川崎国際環境技術展にて、JICAの技
術研修生のツアーを行い、国際的なビ
ジネスマッチングの場を創出します。

３　ほぼ目標どおり

目標どおり達成できました。

A.貢献している

ＪＩＣＡと連携し、アジア等途上
国の研修生を対象とした技術
展でのマッチングツアーを実
施し、市内産業のＰＲにつな
げました。

引き続き、技術展等を通じた途
上国等への技術移転による市
内環境産業の振興を図るた
め、ＪＩＣＡと連携した視察ツ
アーを継続実施します。

新型コロナウイルス感染症を踏
まえ、今後、新しい生活様式に
沿うイベント運営やビジネス
マッチングのあり方についても
検討してまいります。

経済労
働局

国際連携・
研究推進事

業
３－１－１

ＪＩＣＡとの連携により開発途上地域に
おける課題解決に向けて、本市のこれ
までの経験や技術を生かした支援を行
います。

３　ほぼ目標どおり

ＪＩＣＡとの連携により海外からの視察・研修を受け
入れ、これまでの経験や技術を活かした国際貢献
に取り組みました。

B.やや貢献している

ＪＩＣＡとの連携により海外から
の視察・研修を受け入れ、こ
れまでの経験や技術を活かし
た国際貢献に取り組むことが
できました。

引き続き、ＪＩＣＡとの連携により
海外からの視察・研修を受け
入れ、これまでの経験や技術
を活かした国際貢献に取り組
みます。

新型コロナウイルス感染症の
拡大防止のため、海外渡航の
制限や３密を回避したイベント
開催などの対策としてWebを活
用する等、適時状況に応じた
実施方法を検討していきます。

環境局

上下水道分
野における
国際展開推

進事業

４－１－１

国際協力機構（JICA）との連携につい
ては、「上下水道分野における国際展
開推進事業」及び「上下水道分野にお
ける技術協力」の取組内容に含まれて
います。

上下水
道局

30
国際協力機構との
連携

国際協力機構（ＪＩＣＡ）との連携により開発途上地域
における課題解決に向けて、本市のこれまでの経
験や技術を生かした支援を行います。



　　②世界に発信できる魅力づくり

取組名 事務事業名 施策番号 取組の内容 令和元年度の取組内容
「令和元年度の取組
内容」に対する達成

度

取組内容の実績等（取組内容に対し、「未達成部
分」又は「より達成できた部分」を記入してくださ

い。）

施策への貢献度
（評価）

評価の理由 今後の方向性
新型コロナウイルスの感染拡
大を踏まえた今後の方向性

担当局

31
ミューザ川崎シン
フォニーホールの
取組の発信

川崎シン
フォニー

ホール管理
運営事業

４－８－３

世界屈指の音響を誇るミューザ川崎シンフォニー
ホールの取組を国内外に発信し、川崎のイメージ
アップを図ります。

2019年11月6日にウィーン・フィルハー
モニー管弦楽団、11月19日にベルリ
ン・フィルハーモニー管弦楽団、11月
22日にロイヤル・コンセルトヘボウ管弦
楽団の公演を予定しています。

３　ほぼ目標どおり

2019年11月6日にウィーン・フィルハーモニー管弦
楽団、11月19日にベルリン・フィルハーモニー管弦
楽団、11月22日にロイヤル・コンセルトヘボウ管弦
楽団の公演を実施しました。

B.やや貢献している

世界有数のオーケストラ公演
を行うことでミューザ川崎シン
フォニーホールの魅力を世界
に発信しました。
・ウィーン・フィルハーモニー
管弦楽団の入場者数1,979人
・ベルリン・フィルハーモニー
管弦楽団の入場者数1,957人
・ロイヤル・コンセルトヘボウ管
弦楽団の入場者数1,881人

引き続き世界有数のオーケスト
ラ公演を実施し、ミューザ川崎
シンフォニーホールの魅力を
世界に発信することで、川崎の
イメージアップを図ります。

2020年10月3日のロンドン交響
楽団、11月29日のバイエルン
放送交響楽団は新型コロナウ
イルス感染症により出演者の
来日等の調整が難しく中止と
なりました。

市民文
化局

32
音楽のまちづくり
の推進

音楽のまち
づくりの推
進事業（ア
ジア交流音
楽祭開催負

担金）

４－８－３

多様な活動団体等と協働・連携しながら、音楽を通
じた国際交流や国際理解の機会を提供します。

平成３１年4月13,14日に、川崎駅周辺
9会場で開催。

３　ほぼ目標どおり

平成31年4月13日・14日に川崎駅周辺9会場で「音
楽のまち・かわさき　アジア交流音楽祭2019」を開
催しました。

B.やや貢献している

川崎で活動するミュージシャン
を含む91組の出演者が9会場
でアジアの音楽・舞踊等の128
ステージを開催。2日間で延
べ8万人が来場。日本を含む
15の国・地域の音楽や舞踊が
披露されました。

引き続き川崎市民にとどまらず
広くアジアの市民が音楽を通
して交流するまちづくりを目指
して開催します。

新型コロナウイルス感染症拡
大防止のため、4月25、26日の
開催を中止しました。

市民文
化局

33
競技スポーツ大会
開催・支援事業

競技スポー
ツ大会開

催・支援事
業

４－８－１

国際大会等の開催や競技スポーツ活動の支援を通
じ、市民がスポーツを観る、支える、楽しみを感じ、
自らもスポーツに参加する取組を進めます。

・川崎国際多摩川マラソンの開催
・多摩川リバーサイド駅伝の開催
・国際トランポリンジャパンオープンの
開催
・ブラインドサッカークラブチーム選手
権の開催

４　目標を下回った

東日本台風による多摩川河川敷の被害を受け、川
崎国際多摩川マラソン及び多摩川リバーサイド駅
伝in川崎を中止としたため。

A.貢献している

・国際トランポリンジャパンオー
プン参加者数：512名
・ブラインドサッカーｸﾗﾌﾞチー
ム選手権　参加者数：2034名

参加者ニーズや主催団体及
び主管団体のニーズに応える
ため

新型コロナウイルス感染症の
影響を受け、令和2年度の川
崎国際多摩川マラソンが中止
となりましたが、感染防止に配
慮した代替イベントの開催を検
討していきます。

市民文
化局

34
東京オリンピック・
パラリンピック推進
事業

東京オリン
ピック・パラリ
ンピック推進

事業

４－８－１

東京2020オリンピック・パラリンピック大会を契機とし
て誰もが暮らしやすいまちづくりにつながる「かわさ
きパラムーブメント」の取組を推進します。

事前キャンプ受入に対応するため、実
施競技や交流事業の調整、関係機関
との協議等を継続して行います。また、
英国を相手国とするホストタウンの取組
を進め、事前キャンプの受入れを契機
とした交流の絆づくりを進めます。
さらに、英国パラリンピック代表チームと
事前キャンプ受入れの契約を締結する
ため、関係機関との協議等を継続して
行います。
併せて機運醸成に向けた取組も規模
を拡大して実施します。

３　ほぼ目標どおり

・平成31年4月24日にBPAと事前キャンプに向けた
施設の賃借に関する契約を締結
・事前キャンプ受入のために、実施競技や交流事
業の調整、関係機関との協議等を継続実施
・サポーター（ボランティア）について令和元年７月
から９月にかけて募集し、1601名募集があり228名
を登録。研修等を実施
　また、サポーター登録に至らなかったが英国応援
に向けた取組へ参加を希望した249名をパート
ナーとして登録
・保育園や小学校、中学校の給食やトレーニング
キャンプを活用した交流事業を実施
・令和元年11月23日に高津市民館で英国チーム
応援の機運醸成を目的としたイベントを開催（3,400
名来場）
・その他GOGBのロゴやPR大使である「きかんしゃ
トーマスとなかまたち」を活用したグッズ作成などの
プロモーションを展開

A.貢献している

英国オリンピック・パラリンピッ
クチーム受入れに向けて、サ
ポーター（ボランティア）が決
まったことなど準備が順調に
進捗しているため。またロゴや
キャラクターを活用した広報を
展開することや大型イベントを
開催することで機運を高めるこ
とができた。

大会に向けて英国事前キャン
プの受入準備や機運の醸成、
ホストタウンの取組を推進す
る。

東京2020大会の延期に伴う新
たな大会日程に合わせて、関
係団体と密な調整を行いなが
ら、英国オリンピック・パラリン
ピック代表チームの事前キャン
プの受入れに向けた準備を
行っていくとともに、状況に応
じながら応援機運醸成や英国
ホストタウンとしての取組を進
めていきます。 市民文

化局

藤子・Ｆ・不
二雄ミュー
ジアム事業

４－８－２

企画展やイベントの実施等、指定管理
者による魅力的な運営を行うとともに、
引き続き、多言語の無料音声ガイドの
提供など外国人入館者も楽しめるサー
ビスを提供していきます。

３　ほぼ目標どおり

7月まで「キテレツ大百科」×「ドラえもん」～江戸時
代の発明と未来のひみつ道具～の開催後、「ドラえ
もん50周年展」を開催しました。引き続き多くの外
国人にご来館いただきましたが、国際的な状況や
コロナウイルス対策による臨時休館により、外国人
を含め来館者数は減少しました。

B.やや貢献している

社会状況やコロナウイルス対
策による臨時休館により、来
館者数は大幅に減少しました
が、来館者のうち約2割が外国
人となっています。多言語の
無料音声ガイドなど、外国人
入館者も楽しめるサービスを
提供し、本市の魅力発信施設
として、貢献しています。

市を代表する文化施設として、
指定管理者による効率的・効
果的な運営をするとともに、市
民に文化芸術に触れてもらえ
る機会を提供します。また、国
内外からも多くの来館者が見
込まれることから、本市の魅力
発信施設として、魅力あるまち
づくりを推進していきます。

新型コロナウイルス感染症拡
大防止のため、令和２年４月1
日から６月４日まで臨時休館と
し、令和２年６月５日以降は、
入館者数の制限、入館回の分
散、一部施設の利用停止、シ
アター等の座席数の制限など
の対策を講じたうえで再開館と
します。再開館後においては
運営状況等を踏まえながら、
感染症予防対策について必
要に応じて見直しを行います。

市民文
化局

岡本太郎美
術館管理運

営事業
４－８－２

企画展「岡本太郎と日本の伝統」展、
「岡本太郎美術館開館２０周年記念展
前期/岡本太郎・縄文から現代へ」、
「開館２０周年記念展　後期/芸術と社
会・現代の作家たち」、「第２３回岡本
太郎現代芸術賞」展の開催
常設展２回開催

３　ほぼ目標どおり

企画展４回、常設展２回その他関連イベントを実施
したほか、新たに多言語（4か国語）のパンフレットと
音声ガイドを制作しました。

A.貢献している

来館者数平成３１年度６９，１３７
人
周辺文化施設や関係団体、町会
等との連携、各種SNSの活用等に
より岡本太郎芸術の魅力発信に
一定の成果をあげています。

更なる、魅力ある展覧会開催
や教育普及事業など美術館活
動の充実に努め、市民文化の
振興と国内外へ岡本太郎芸術
の魅力を発信します。

来館者には咳エチケットの励
行やマスクの着用、体温測定・
手指のアルコール消毒等の感
染防止対策に御協力をいただ
きながら開館していきます。

市民文
化局

東海道かわさき
宿交流館運営

管理事業
４－８－２

指定管理者と協議しながら、市内観光
スポットや川崎駅周辺施設との連携に
より、様々な世代はじめ外国人等を
ターゲットとした東海道川崎宿の魅力
を発信します。

３　ほぼ目標どおり

・令和元年１２月に開館した「浮世絵ギャラリー」の
協力により、当施設の施設パンフレットの配架し、
広報活動を展開。
・展示の新規製作（駕籠）及び更新（一部英訳）

B.やや貢献している

市内観光スポット等との連携
により、様々な世代はじめ外
国人等をターゲットとした東海
道川崎宿の魅力を発信できた
ため。

指定管理者と協議しながら、引
き続き様々な世代はじめ外国
人等をターゲットとした活動や
取組を検討していきたいと考え
ています。

新型コロナウイルス感染症を踏
まえ、４月１１日（土）から５月３
１日（日）まで臨時休館としたこ
とや今後の外出控えにより、令
和２年度の来館者数が目標値
を大きく下回る可能性がありま
す。

川崎区
役所

日本民家園
管理運営事

業
４－８－２

・多言語音声ガイドの広報
・英語版Webサイトのリニューアル
・英語でのＳＮＳの発信
・リーフレット・展示パネルの活用
・伝統工芸館における外国人対応の充実
・外国人向け特別プログラムの造成

３　ほぼ目標どおり

・多言語音声ガイドのフライヤーを券売・園路で配
布
・Webサイトのリニューアル完了
・英語でのSNSでの発信（月3回程度）
・リーフレット・展示パネルの多言語表示
・中国からの訪日外国人向け特別藍染体験のプロ
グラム企画（春節キャンペーン、ただし、新型コロナ
の影響により実施をせず）

A.貢献している

12か国語のリーフレットの作成
は、改訂をはさみつつ維持し
ており、また総来園者数に占
める外国人来園者の割合は
増加（R1年度6.7％）している
ことから、川崎の魅力発信に
貢献している。

総来園者数に占める外国人来園
者の割合は増加しているが、全体
的な来園者数は伸び悩んでいる
ことから、より積極的なインバウンド
対策を行いつつ、来園者数の増
加をめざしていく。

咳エチケットの励行やマスクの
着用、手指のアルコール消毒
等の感染防止対策を行いなが
ら開園していきますが、臨時休
業や外国人来園者が来られな
くなる等の影響により、来園者
数の減少が見込まれます。

教育委
員会

35

国内外への発信力のある藤子・Ｆ・不二雄ミュージ
アムや日本民家園などの魅力を積極的に国内外へ
アピールすることにより、川崎の魅力を高めます。

藤子・Ｆ・不二雄
ミュージアム、日本
民家園などの文化
施設の活用



36
国際色豊かなイベ
ントの開催

まちづくり連
動事業

４－１－２

全国的に認知され、海外からも注目を集める「カワ
サキハロウィン」をはじめ、アジアンフェスタなどの国
際色豊かなイベントを開催します。

【アジアンフェスタ】
平成31年4月13日（土）・14日（日）開催
後援：（公財）川崎市国際交流協会、
在京タイ王国大使館、駐日横浜大韓
民国総領事館、駐日ベトナム社会主義
共和国大使館、駐日インド大使館
＜イベント内容＞
・中国、韓国、タイ、ベトナム、インド料
理等を気軽に味わえる”アジア屋台村”
や商店街イベントを開催
また、イベントパンフレットを持参すると
アジア系料理の協力店で２日間限定の
特典を受けられる
【カワサキハロウィン】
令和元年10月1日（火）～31日（木）開
催
・事前広報でフォーリンプレスセンター
（ウォッチジャパンナウ、プレスリリース）
等活用
・プレスリリース等を英語版作成
＜イベント内容＞
・26日（土）カワハロ・ランウェイ開催
・27日（日）メインパレード開催
・他に映画祭や工場夜景パーティク
ルーズ等のイベントを多数開催

３　ほぼ目標どおり

アジアンフェスタにおいては、アジアの多様な文化
が共生している川崎の特徴を活かし、アジア屋台
村や商店街イベントを開催することができました。
カワサキハロウィンにおいては、これまで行っていた
キッズパレードに代わるファミリー向けの新企画とし
て「カワハロ・ランウェイ」を銀柳街アーケード内で実
施しました。また、メインパレードでは世界で活躍す
るアーティスト集団「東京ゲゲゲイ」が登場し、パ
レードを大いに盛り上げ、約12万人の観覧者が来
場者されました。

A.貢献している

アジアンフェスタにおいては在
日大使館などの海外団体と連
携をしてイベントを実施してお
り、国際色豊かなイベントに
なっています。
ハロウィンにおいては、全国的
に認知されるとともに、海外か
らも注目を集めるビッグイベン
トに成長しています。

アジアンフェスタやハロウィンな
ど国際色豊かなイベントを今後
も継続して開催していきます。
また、ハロウィンについては費
用対効果を十分検討した上で
広報物（ポスター・パンフレッ
ト・ＨＰ等）の外国語表記拡充
など海外に向けた情報発信の
強化を図っていく必要がありま
す。

【アジアンフェスタ】
当初、令和2年4月25日（土）、
26日（日）での開催を予定して
いましたが、新型コロナウイル
ス感染拡大防止のため今年度
の開催は中止としました。

【カワサキハロウィン】
開催の方向で検討しています
が、今後イベント実施における
条件が段階的に緩和されてい
く中で、10月の時点でどの程
度緩和されているかが想定で
きないので、開催の判断自体
はできておりません。今後にお
いても、イベント実施にあたっ
ては、参加者含め多くの方が
川崎に来場されることが想定さ
れるため、これに対応する感染
予防対策を検討する必要があ
ります。

経済労
働局

　　③戦略的な情報発信

取組名 事務事業名 施策番号 取組の内容 令和元年度の取組内容
「令和元年度の取組
内容」に対する達成

度

取組内容の実績等（取組内容に対し、「未達成部
分」又は「より達成できた部分」を記入してくださ

い。）

施策への貢献度
（評価）

評価の理由 今後の方向性
新型コロナウイルスの感染拡
大を踏まえた今後の方向性

担当局

37
シティプロモーショ
ン推進事業

シティプロ
モーション
推進事業

４－９－１

戦略的な情報発信等により、市民のシビックプライド
の醸成及び対外的な都市イメージの向上を図りま
す。

より効果的な外国人向け広報媒体に
ついて関係部署と調整を進める。

４　目標を下回った

「川崎日和り」簡体字版を950部増刷を行いました。

B.やや貢献している

本市の魅力情報を届けること
ができたため。

経済労働局観光プロモーショ
ン推進課と連携をとり、2021及
びその先を見据えて検討して
いきます。

総務企
画局

38
映像のまち・かわ
さき推進事業

映像のまち・
かわさき推

進事業
４－８－３

多様な映像関係主体で構成する｢映像のまち・かわ
さき｣推進フォーラムを中心として、市内の豊富な映
像資源による活動を促進するとともに、市内のさまざ
まな魅力あるスポットを映像関連のロケ地として活用
するなど、市民が映像に親しむ機会の創出とまちの
魅力の発信をすることで、本市の魅力を高め、映像
文化の振興を図ります。

　引き続き、「映像のまち・かわさき」推
進フォーラムを通じて市内の映像資源
を生かした映像活動の支援、情報発信
を行うとともにロケ地支援、映画祭の実
施等を通して市民が映像を親しむ機会
の創出、映像文化の振興、本市の魅
力発信につなげていきます。

３　ほぼ目標どおり

 「映像のまち・かわさき」推進フォーラムが中心とな
り、「映像のまち・かわさき」フェスティバルとして映
像を活用した様々な取組を進めたほか、小中学校
等での人材育成事業を実施しました。また、「ロケ
地巡りツアー」への協力などを通し、市の魅力発信
を図りました。また、ロケ地推進事業を実施したほ
か、KAWASAKIしんゆり映画祭を支援しました。

Ａ.貢献している

　映像のまち・かわさき推進
フォーラムを中心とした、映像
のまち・かわさき」フェスティバ
ルの実施や「ロケ地巡りツ
アー」へ協力等により、映像を
親しむ機会の創出と本市の魅
力発信を行うことができまし
た。

　映像を活用したまちづくりに
ついては、市内の多様な映像
資源とその関係団体との連携
をさらに深め、より効果的な取
り組みを検討・実施していきま
す。

市民文
化局

　取組の方向性２　海外から人を川崎にひきつけるまちづくり

　　①海外観光客の誘致

取組名 事務事業名 施策番号 取組の内容 令和元年度の取組内容
「令和元年度の取組
内容」に対する達成

度

取組内容の実績等（取組内容に対し、「未達成部
分」又は「より達成できた部分」を記入してくださ

い。）

施策への貢献度
（評価）

評価の理由 今後の方向性
新型コロナウイルスの感染拡
大を踏まえた今後の方向性

担当局

39 観光振興事業
観光振興事

業
４－９－２

情報発信や観光案内機能の充実等の取組を進め
るとともに、外国人観光客の誘客を促進します。

・更なる情報発信を行います。
・国際交流協会等と連携し、外国から
の教育旅行の受け入れに向けた準備
を行います。

３　ほぼ目標どおり

特になし

A.貢献している

Facebookによる多言語での情
報発信、マレーシアや台湾か
らの教育旅行誘致やインフル
エンサー招請により、外国人
観光客の誘客を促進していま
す。

タイムリーな情報発信を更に強
化する必要があるため、時機
を捉えた効果的な情報発信を
行います。

新型コロナウイルス感染症の
影響により、東京オリンピック・
パラリンピックが延期され、また
国内外の観光客が大幅に減
少していることから、各取組の
実施時期や実施方法につい
て、感染状況を見ながら慎重
に検討してまいります。

経済労
働局

40
産業観光推進事
業

産業観光推
進事業

４－９－２

川崎産業観光振興協議会、市観光協会、商工会議
所等の関係機関と一体となって、本市の産業観光
の推進及び認知度向上を図ります。

・産業観光ツアー、工場夜景ツアーの
推進を行います。
・全国各地への修学旅行誘致活動の
展開を行います。
・検定合格者を対象にしたガイド養成
講座の継続的な実施を行います。

３　ほぼ目標どおり

特になし

A.貢献している

産業観光の推進及び認知度
向上につながりました。

継続して産業観光の推進およ
び認知度向上に取り組みま
す。

新型コロナウイルス感染症の
影響により、東京オリンピック・
パラリンピックが延期され、また
国内外の観光客が大幅に減
少していることから、各取組の
実施時期や実施方法につい
て、感染状況を見ながら慎重
に検討してまいります。

経済労
働局

41

東京オリンピック・
パラリンピックを契
機とした外国人観
光客の誘致

観光振興事
業

４－９－２

東京2020オリンピック・パラリンピックに向け、海外か
ら本市を訪れる観光客が増加することが見込まれる
ことから、この機会を生かして、経済・観光の振興等
を図ります。

２０２０年東京オリンピック・パラリンピッ
ク開催を好機として捉え、様々な主体と
連携し、外国人観光客の受け入れ体
制の強化を行います。

３　ほぼ目標どおり

特になし

A.貢献している

ぐるなびと連携して作成した多
言語マップの配付等を通じて
外国人観光客受け入れ意識
の醸成を図るなど、観光の振
興を行っているため。

受入環境の整備を継続して行
う必要があるため、継続して運
営を行います。

新型コロナウイルス感染症の
影響により、東京オリンピック・
パラリンピックが延期され、また
国内外の観光客が大幅に減
少していることから、各取組の
実施時期や実施方法につい
て、感染状況を見ながら慎重
に検討してまいります。

経済労
働局



　　②海外ビジターの受入環境の整備

取組名 事務事業名 施策番号 取組の内容 令和元年度の取組内容
「令和元年度の取組
内容」に対する達成

度

取組内容の実績等（取組内容に対し、「未達成部
分」又は「より達成できた部分」を記入してくださ

い。）

施策への貢献度
（評価）

評価の理由 今後の方向性
新型コロナウイルスの感染拡
大を踏まえた今後の方向性

担当局

国際交流推
進事業

４－９－１

・所管課からの依頼に基づき、翻訳を
行い、必要に応じて、「誰もが分かりや
すい公共サイン整備に関するガイドラ
イン」の見直しを行います。
・市内案内表示に係る3言語での翻訳
作業や作成する上でのアドバイス等庁
内各課の支援を行います。

３　ほぼ目標どおり

所管課からの依頼に基づき、案内表示など公共サ
インの翻訳を実施しました。

B.やや貢献している

公共サインの多言語化支援を
通じて、環境整備を行えたた
め

引き続き、公共サインの多言語
化支援を行っていきます。

総務企
画局

ユニバーサ
ルデザイン
推進事業

１－２－３

・ユニバーサルデザインの理解促進に
向けた取組の推進
・「誰もが分かりやすい公共サイン整備
に関するガイドライン」に基づく取組の
推進
・バリアフリー基本構想・推進構想の進
捗管理及びバリアフリーマップの改定
に向けた取組の推進

３　ほぼ目標どおり

目標通り達成できました。

A.貢献している

バリアフリーマップの改定（武
蔵小杉駅周辺地区及び新百
合ヶ丘駅周辺地区の２地区）
を実施するなどユニバーサル
デザイン都市の実現に向け
て、施策に貢献した。

引き続き、ユニバーサルデザイ
ン都市の実現に向けて一層の
取組の推進に努めます。

まちづく
り局

43
事業者・関係団体
等との連携の取組

産業観光推
進事業

４－９－２

グローバル化に伴い増加が見込まれる外国人観光
客等の受入環境の整備に向けて、関係団体や事業
者等と連携した取組を推進します。

２０２０年東京オリンピック・パラリンピッ
ク競技大会を好機として設置されたイ
ンバウンド推進協議会と連携するととも
に、引き続き関係団体と連携し、川崎
産業観光振興協議会等での情報共有
を図り、外国人観光客等の受入環境を
整備します。

３　ほぼ目標どおり

特になし

A.貢献している

川崎産業観光振興協議会
等、関係団体や事業者等と連
携した取組を推進しているた
め。

受入環境の整備のためには、
継続的な取り組みが必要であ
るため、計画どおり事業を継続
します。

新型コロナウイルス感染症の
影響により、東京オリンピック・
パラリンピックが延期され、また
国内外の観光客が大幅に減
少していることから、各取組の
実施時期や実施方法につい
て、感染状況を見ながら慎重
に検討してまいります。

経済労
働局

44
公衆無線ＬＡＮ環
境の整備

地域情報化
推進事業

４－２－５

外国人来訪者も含め、市内の誰もが利用できる公
衆無線ＬＡＮ（Ｗｉ－Ｆｉ）環境を整備します。

・行政施設への公衆無線LAN環境の
整備及び民間のアクセスポイントや接
続アプリを活用した、かわさきWi－Fiの
利用範囲の拡張（2,000か所）

４　目標を下回った

公衆無線ＬＡＮ環境について、民間事業者との連
携の効果が想定よりも下回ったため、1,741アクセス
ポイントに止まり、目標を達成することができません
でした。

B.やや貢献している

外国人来訪者も含め、市内の
誰もが利用できる公衆無線
LAN（Wi－Fi）環境の整備を
推進したことから、施策への貢
献が一定程度できていると考
えます。

東京２０２０オリンピック・パラリ
ンピックに向けた国や通信事
業者の動向を踏まえつつ、引
き続き計画に沿って事業を継
続していきます。

東京２０２０オリンピック・パラリ
ンピックの１年延期や新型コロ
ナウイルス感染症の影響等を
踏まえつつ、引き続き、事業を
継続していきます。

総務企
画局

川崎駅周辺
総合整備事

業
４－５－１

・ホテル及びオフィス等の工事完成に
向けて引き続き開発事業の誘導を促
進します。

３　ほぼ目標どおり A.貢献している

記載のとおり、誘導を促進した
ため。

概ね予定通り進捗しているた
め。

まちづく
り局

京急川崎駅
周辺地区整

備事業
４－５－１

川崎駅北口第２街区10番館ビルにつ
いて、建替えに向けた設計に着手しま
す。
・京急川崎駅西街区の事業着手に向
けた調整を進めます。 ３　ほぼ目標どおり A.貢献している

事業進行中、着手前であるも
のの、進捗は概ね予定通り進
捗しているため。
・京急川崎駅西街区について
は、事業着手に向けた庁内や
地権者等との調整を進めてい
るため。

概ね予定通り進捗しているた
め。

まちづく
り局

46
港湾空間を活用し
た取組の推進

港湾振興事
業

４－４－３

クルーズ船（ホテルシップ等）の誘致に向けた取組
を進めることにより、地域の活性化や効果的な本市
の魅力発信を推進します。

ホテルシップの実現に向けて、ゲンティ
ン香港と運営に関する具体的な協議を
進めます。また、クルーズ船（ホテル
シップ等）の受入に必要な環境整備と
観光客等の誘導に向けた取組を推進
します。

３　ほぼ目標どおり

ゲンティン香港からホテルシップの運営内容の詳
細が決定しないとの申し出があり、協議をした結
果、正式契約を締結できませんでした。また、デジ
タルマーケティングを活用した観光客等の誘導に
向けた取組については、取組を推進し、海外等で
１，４７０万回の視聴回数を達成しました。

A.貢献している

本市では初となる海外向けの
プロモーションを実施し、川崎
市の認知度向上に貢献したた
め。

オリンピック期間中の短期間の
ホテルシップなど、今後のク
ルーズ船誘致については、ク
ルーズ船の動向等を把握しな
がら、川崎港の新たな賑わい
創出に向けて引き続き取組を
推進します。

港湾局

42

45

グローバル化に伴い増加が見込まれる外国人観光
客や外国人ビジネス客、外国人市民が、円滑かつ
快適に移動又は滞在できる環境整備を推進しま
す。

羽田空港からのアクセスなど、川崎駅周辺の立地特
性を活かした都市機能の誘導を図ります。

市内案内表示の
多言語対応

国際化を見据えた
都市拠点の形成



　取組の方向性３　海外諸都市との戦略的な関係の構築

　　①海外都市との互恵的交流の促進

取組名 事務事業名 施策番号 取組の内容 令和元年度の取組内容
「令和元年度の取組
内容」に対する達成

度

取組内容の実績等（取組内容に対し、「未達成部
分」又は「より達成できた部分」を記入してくださ

い。）

施策への貢献度
（評価）

評価の理由 今後の方向性
新型コロナウイルスの感染拡
大を踏まえた今後の方向性

担当局

47
海外諸都市との経
済・産業交流の推
進

海外販路開
拓事業

４－１－１

市内企業の海外への販路の開拓などビジネスの国
際化を支援し、国際競争力の強化等をめざすた
め、海外諸都市との経済・産業交流を推進します。

・商談会・現地調査等を通じた経済交
流の実施
・海外各都市からの視察・訪問を通じ
た産業交流の実施

３　ほぼ目標どおり

・台湾（台北、台南）、ベトナム（ホーチミン・ハノイ）
において、商談会を開催し、市内企業のビジネス
マッチングを支援しました
・海外各都市からの視察・訪問で１3件対応しまし
た。 B.やや貢献している

海外での商談会開催や海外
来訪者の受入等を通じ、市内
企業のビジネス国際化につな
がる経済・産業交流を推進し
ました。

市内企業の展示会、商談会参
加や海外からの訪問受入を通
じ、海外諸都市との経済・産業
交流を推進します。

新型コロナウィルス感染症を踏
まえ、海外安全情報や企業活
動の動向等を配慮し必要に応
じて事業の見直し等を行うとと
もにオンライン面談等も活用
し、より海外展開に取組みや
すい支援体制の構築を進めて
いきます。

経済労
働局

48
音楽等による文化
交流の推進

音楽のまち
づくり推進

事業
４－８－３

本市の特色である「音楽のまちづくり」等を生かし
た、海外諸都市との文化交流を推進します。

友好都市オーストリア・ザルツブルク市
関連のコンサート（2020年2月14日予
定）、アメリカ合衆国・ボルチモア市との
交流40周年記念コンサートの開催を予
定しています。

３　ほぼ目標どおり

令和元年10月26日に姉妹都市アメリカ・ボルチモ
ア市との交流40周年記念コンサート、令和2年2月
14日に友好都市オーストリア・ザルツブルク市関連
のコンサートの開催を実施しました。

B.やや貢献している

姉妹・友好都市との交流コン
サートを行うことで、本市の特
色である「音楽のまちづくり」
等を生かした、海外諸都市と
の文化交流を推進しました。
・姉妹都市アメリカ・ボルチモ
ア市との交流40周年記念コン
サートの入場者数約228人
・友好都市オーストリア・ザル
ツブルク市関連のコンサート
の入場者数410人

友好都市オーストリア・ザルツ
ブルク市関連のコンサートを
行っていくと同時に、令和2年
度の英国・シェフィールド市
（友好都市提携30周年）など節
目を迎える友好都市との交流
コンサートを実施することで、
本市の特色である「音楽のまち
づくり」等を生かした、海外諸
都市との文化交流を推進しま
す。

市民文
化局

49
姉妹・友好都市と
の交流の推進

国際交流推
進事業

４－９－１

姉妹・友好都市との代表団・研修訪問団等の派遣・
受入を行い、友好親善を図るとともに、互恵的関係
の構築に向けた取組を促進します。

2019年度は、アメリカ合衆国・ボルチモ
ア市との姉妹都市提携４0周年記念事
業として、代表団等の訪問を行いま
す。

３　ほぼ目標どおり

提携４０周年記念事業として本市代表団をボルチ
モア市に派遣し、今後の交流のあり方に関する確
認書の署名や関係者との懇談、市内視察等を行い
ました。
また、リエカ市最大の文化イベント「リエカ・カーニバ
ル」に川崎市民交流グループの派遣を川崎市国際
交流協会と連携して支援し、市民交流を通じた友
好親善や都市イメージ向上を図りました。

A.貢献している

両市が培ってきた知見を相互
に交換したことや市民交流等
による互恵的関係の構築を推
進したため。

引き続き、それぞれの都市が
持つ特性を活用し、お互いの
メリットを明らかにした互恵関
係が構築できる交流事業を実
施することにより、地域におけ
る国際交流を推進していきま
す。
また、お互いの知見を交換し、
両市の発展に貢献していきま
す。

新型コロナウイルス感染症の
拡大を受け、訪問による交流
は見合わせていますが、オンラ
インでのやり取りなど交流の手
段を多様化することなどによ
り、新たな交流のあり方を検討
しながら取り組んでいきます。

総務企
画局

【取組方針Ⅲ】多様性を活かしたまちづくりの推進

　取組の方向性１　地域での交流・多文化共生の促進

　　①国際相互理解、国際交流、地域の支え合い

取組名 事務事業名 施策番号 取組の内容 令和元年度の取組内容
「令和元年度の取組
内容」に対する達成

度

取組内容の実績等（取組内容に対し、「未達成部
分」又は「より達成できた部分」を記入してくださ

い。）

施策への貢献度
（評価）

評価の理由 今後の方向性
新型コロナウイルスの感染拡
大を踏まえた今後の方向性

担当局

50
（公財）川崎市国
際交流協会と連携
した取組

交流推進事
業

４－９－１

（公財）川崎市国際交流協会補助金を交付すること
により、市民レベルでの国際交流や国際相互理
解、国際友好親善の推進を支援します。

①多言語による情報誌（「ハローかわさ
き」等）やホームページによる情報提供
②ウーロンゴン大学川崎研修の研修生
受け入れ及び海外姉妹・友好都市へ
の市民交流団の派遣
③市民と外国人との相互理解友好親
善を深めるフェスティバルや、国際交
流と国際理解を推進するイベントや交
流会の開催
④国際・多文化の理解を深める講座
や、国際交流と国際理解を促進するた
めに外国語を習得する各種語学講座
の開催
⑤ボランティアの登録拡充や育成に向
けた研修会や交流会の実施
⑥外国人市民のための生活情報など
の講座開催
⑦外国人留学生への修学奨励金支給
⑧民間国際交流団体の活動促進と支
援をするための補助金交付

３　ほぼ目標どおり

①情報誌「ハローかわさき」を6回、6言語及びやさ
しい日本語で発行し、ホームページにて各種事業・
イベント、講座ボランティア活動等の情報を発信し
ました。また、「かわさきイベントアプリ」、「つなぐっ
どKAWASAKI」のアプリを活用した情報提供を行い
ました。
③7月に、31か国の方に参加いただき114のコー
ナーを設けた「インターナショナルフェスティバル」
を開催し、14,100人の来場がありました。また、多文
化共生 推進イベントとして、２月に多文化交流ス
テージを実施、155人が参加しました。
④世界の料理講座をなどを通じた交流会を実施し
ました。また、市民向け外国語講座を実施しまし
た。
⑤ボランティアの研修会や活動支援を行いました。
⑥外国人のための生活情報講座を4回実施し、248
人の参加がありました。
⑦前期３０名、後期２９名の外国人留学生への修学
奨励金の支給を行いました。
⑧国際交流民間団体の育成及び活動支援並びに
補助金交付事業を行いました。

A.貢献している

予定どおり実施され、多くの方
に参加・受講等されていて、
期待どおりであったため。

引き続き、より多くの方々に参
加・受講等されるように工夫し
ながら実施していきます。

③～⑥
・各種語学講座等の開催に当
たっては、会議室の定員数を
半減している関係から、定員
数の多い会議室を使用する
か、もしくは募集人数を例年の
半数以下にするなどの対応を
行う。
・各種語学講座等の運営に当
たっては、マスク着用、手洗
い、手指の消毒の徹底や体調
の悪い方の入場を制限するな
どの３密回避の対策を行う。
・今後はオンラインでの講座開
設の可能性について検討して
いく。
・外国人市民の為の講座やイ
ベントでは、マスク着用、手洗
い、手指の消毒の徹底、体調
の悪い方の入場制限や、参加
人数の制限をするなどの３密
回避の対策を行う。

市民文
化局



51
川崎市国際交流
センターを活用し
た取組

国際交流セ
ンター管理
運営事業

４－９－１

川崎市国際交流センターにおけるイベント等の開催
を通じて、市民交流を促進し、国際相互理解・文化
理解の促進を図ります。

①図書・資料室、情報ロビー、展示ロ
ビー、ギャラリーなどを活用して、国際
交流、多文化理解、国際協力等に関
する情報の提供・発信やイベント等の
実施
②ホームページ、フェイスブック、ブロ
グにより、センターの事業・施設の情報
をはじめ、生活や国際交流に関する情
報や、川崎市の魅力を、多言語で発信
③メディアや広報紙により各種行事や
施設の利用情報を提供
④外国人市民の日本語学習を支援す
る講座の開催
⑤国際文化を理解するセミナーや講座
などの開催
⑥外国人による日本語スピーチコンテ
ストの実施
⑦外国人のための生活等の相談事業

３　ほぼ目標どおり

①書籍・ＤＶＤなど国際交流関係
図書等の充実を図りました。また、
ロビーにおいて、「川崎ジュニア文化賞」受賞作品
の展示などを行いました。
②③「センターだより」を10回及びセンターニュース
「SIGNAL」を４回発行しました。また、ホームページ
を多言語対応にリニューアルし、多言語ブログを拡
充しました。
④日本語講座を午前コース（3期・57回）と夜間コー
ス（3期・35回）を開催しました。
⑤国際文化理解講座を日本語にて4回、国際理解
講座を英語にて前・後期各3回、韓国語にて1回、
中国語にて2回開催しました。
⑥令和2年2月に11人の外国人参加による「日本語
スピーチコンテスト」を開催しました。
⑦センター内に11か国語（英語のみ常時対応）に
対応した相談窓口を開設し、日常生活の相談を受
け付けました。また、毎月第3日曜日に行政書士に
よる専門相談会を実施しました。

A.貢献している

予定どおり多様な講座、事業
が実施され、多くの方に参
加・受講等されていて、期待
どおりであったため。

引き続き、国際交流センター
における講座、イベント等の開
催を通じて、市民交流や国際
相互理解・文化理解の促進を
図ります。

①情報ロビーでは新型コロナ
感染に関する情報を記載した
印刷物などを随時設置する。
②ホームページ、多言語フェイ
スブック、多言語ブログにより、
感染症関連の最新情報をタイ
ムリーに発信する。
④⑤外国人市民の日本語学
習、国際文化を理解するセミ
ナーや講座等の開催に当たっ
ては、会議室の定員数を半減
している関係から、定員数の多
い会議室を使用するか、もしく
は募集人数を例年の半数以下
にするなどの対応を行う。⑥の
外国人による日本語スピーチ
コンテストの実施に当たって
は、募集人数を例年の半数以
下にするなどの対応を行う。
・また、運営に当たっては、全
ての事業について、マスク着
用、手洗い、手指の消毒の徹
底や体調の悪い方の入場を制
限するなどの３密回避の対策
を行う。

市民文
化局

外国人高齢
者支援事業

１－４－３

・在日高齢者交流クラブ「トラヂの会」
会食会
・識字学級
・ミニデイサービス
・地元学生との交流会
・老人ホーム慰問
・介護サービス手続き関連
・行政サービス等の手続き関連
・生活全般に関する相談  等

３　ほぼ目標どおり

目標どおり達成できました。

B.やや貢献している

日本人と在日外国人との交流
や生活全般に関する相談を
行い、多文化共生による地域
社会づくりに寄与したため

今後も継続して事業を行いま
す。

相談事業（電話連絡等）の強化。

健康福
祉局

社会教育振
興事業

２－３－２

共生による地域社会づくりを目指し、外
国人市民と日本人市民がともに学びあ
い、相互理解を深める事業を実施しま
す。

３　ほぼ目標どおり

外国人市民と日本人市民がともに学びあい、相互
理解を深める事業を実施しました。

A.貢献している

事業の実施により、国際相互
理解を深め、地域で共に暮ら
す社会を実現しており、施策
に貢献しています。

引き続き、ふれあい館におい
て、交流活動事業や相談事
業、共生による地域社会づくり
を目指した社会教育事業を実
施します。

新型コロナウイルス感染拡大
防止の観点から、今年度第1
期(4月～7月)の事業を中止又
は延期しているところですが、
今後の状況等を踏まえなが
ら、開催時期や開催方法を検
討していきます。

教育委
員会

53
外国人学校との交
流の推進

教職員研修
事業

２－２－４

朝鮮初級学校の近隣校や交流校との交流を実施し
ます。また、朝鮮学校と市立学校との「川崎市立学
校児童生徒・神奈川朝鮮学生美術交流展」を開催
します。

・朝鮮学校と市立学校との作品を一堂
に集めた「川崎市立学校児童生徒・神
奈川朝鮮学生美術交流展」を開催しま
す。会期１日目にセレモニーを行い、
展覧会会場近隣の小学校の児童と朝
鮮学校の児童による交流を行います。
最終日に指導者による研修会を行いま
す。

３　ほぼ目標どおり

目標通り達成しました。朝鮮学校の作品と川崎市
児童生徒の作品を展示しました。

B.やや貢献している

朝鮮学校児童と近隣校児童と
の作品鑑賞の交流を通して、
多文化理解を図ることができま
した。また指導者による研修
会を通じ、両国の造形教育に
ついての情報交換を行うこと
ができました。

2022年3月以降会場の使用が
できないため、他の会場を探
す必要があります。

小学校における図画工作の展
覧会や市内公立学校の合同
の展覧会が中止となりました。
本展覧会も作品数を調整した
り、セレモニーを中止したりす
るなどの調整、もしくは中止も
視野に入れて検討中です。

教育委
員会

地域課題対
応事業（幸

区）
幸区

①国際理解基礎講座（多文化トレイン）
②多文化共生に関する講演会
③多文化交流会

３　ほぼ目標どおり

来場者数は、①が24人、②が230人、③が900人で
した。

A.貢献している

参加者アンケートより、多文化
共生に対する理解度は上がっ
ており、多文化フェスタや多文
化共生に関する講座におい
て、外国人市民との交流を活
性化するとともに、多文化共生
の啓発が進んでいます。

多文化共生に関心を持っても
らうための啓発については、一
定の成果を収めたと考えてい
ます。引き続き増加する外国
人市民との相互理解を目指
し、関係部署とも連携しながら
地域課題の解決に向けた取組
を進めていきます。

①②飛沫感染の防止やソー
シャルディスタンスを確保でき
る来場者数に制限するなど、
実施方法を検討します。
③不特定多数の来場者や飲
食店の出店があり、飛沫感染
や濃厚接触の危険がありま
す。ホールでの演目にも濃厚
接触の心配があり、中止を含
め大幅な内容変更を検討しま
す。
委託団体である幸区多文化共
生推進事業実行委員会や関
係部署と十分に協議しながら
取組を進めていきます。

幸区役
所

地域課題対
応事業（高

津区）
高津区

①多文化防災訓練
②地域めぐり
③料理・文化講習会
④多文化共生講演会
⑤外国人市民の子どもと保護者の子
育てひろば
⑥外国につながる児童への学習支援

３　ほぼ目標どおり

④多文化共生講演会について、９７名の参加が
あった。
⑥学習支援ボランティアを養成し、増員することで
定員を超える児童への学習支援を実施することが
できた。

A.貢献している

外国人市民の増加にともな
い、支え合う地域づくりが求め
られることから、日常生活に即
した多様な体験・交流の機会
を通じ、相互理解を進める事
業を引き続き実施していきま
す。

高津区内にある工業地域で就
労する外国人市民が増加傾向
にあり、その国籍も多様化して
いることから、多文化共生のま
ちづくりに向けた取組の継続
が必要です。

委託団体である高津区多文化
共生推進事業実行委員会及
び関係部署と十分に協議し感
染拡大防止に配慮しながら継
続して実施します。

高津区
役所

地域課題対
応事業（麻

生区）
麻生区

多文化交流フェスタ
・各国の文化紹介コーナー
・外国人市民発表

４　目標を下回った

実行委員会（１０回開催）による企画準備を経て、３
月１４日に開催を予定していたものの、コロナウィル
ス感染予防のため、開催を中止した。

B.やや貢献している

開催自体は中止したものの、
実行委員会を１０回開催し、施
策へ貢献したため。

今回の企画の振り返りを踏ま
え、多文化共生に関心のある
市民と対話しながら。　取組内
容を見直していく。

多文化交流フェスタの開催は
見通しが立たないため、多文
化に関心のある市民と外国人
市民のニーズを聴き取りなが
ら、取組内容を見直していきま
す。

麻生区
役所

54
多文化共生推進
事業

区内に居住する外国人市民を含む区民が相互理
解を深め、地域に住むよき隣人としての関わりを体
感し、多様性がもたらす地域の豊かさへの気づきと
なる交流機会を提供します。

52

日本人と在日外国人との交流施設であるふれあい
館において、学習サポート事業、外国人高齢者との
交流活動事業や相談事業、共生による地域社会づ
くりを目指した社会教育事業を実施します。

川崎市ふれあい
館を活用した取組



　　②外国人市民の社会参画

取組名 事務事業名 施策番号 取組の内容 令和元年度の取組内容
「令和元年度の取組
内容」に対する達成

度

取組内容の実績等（取組内容に対し、「未達成部
分」又は「より達成できた部分」を記入してくださ

い。）

施策への貢献度
（評価）

評価の理由 今後の方向性
新型コロナウイルスの感染拡
大を踏まえた今後の方向性

担当局

55
外国人市民施策
推進事業

外国人市民
施策推進事

業
５－２－１

国籍や民族、文化の違いを豊かさとして生かし、す
べての人が互いに認め合い、人権が尊重され、自
立した市民として共に暮らすことができる「多文化共
生社会」の実現をめざします。

〇代表者会議第12期2年目の運営
・定例会　8回開催
・臨時会　1回開催
・市民祭り等の行事への参加
・ニューズレター　3回発行
○所管課への働きかけ
・10月1日現在の提言の取組状況調査
〇「本邦外出身者に対する不当な差別
的言動の解消に向けた取組の推進に
関する法律に基づく　「公の施設」利用
許可に関するガイドライン」の適正な運
用
〇不当な差別的言動防止のための啓
発活動実施（ヘイトスピーチ対策広報
業務委託、各区モニターでの動画放
送・ポスター掲示等）
〇ネット上の不当な差別的言動の継続
的なリサーチ
〇川崎市外国人市民意識実態調査の
実施

３　ほぼ目標どおり

○代表者会議第12期2年目の運営
・定例会8回開催、臨時会（オープン会議）1回開催
・12月に開催したオープン会議で出た来場者から
の意見の審議への活用
・市民祭り等の行事への参加
・ニューズレター3回発行
・2019年度年次報告書の作成
○所管課への働きかけ
・10月1日現在の提言への取組の進捗状況調査
〇「本邦外出身者に対する不当な差別的言動の解
消に向けた取組の推進に関する法律に基づく
「公の施設」利用許可に関するガイドライン」の適切
な運用
〇6月に不当な差別的言動防止のための集中的啓
発活動実施
〇ネットリサーチの継続的な実施
〇川崎市外国人市民意識実態調査の実施、報告
書の作成

Ａ.貢献している

・外国人市民代表者会議第12
期2年目を適切に運営しまし
た。
・10月1日現在の提言への取
組の進捗状況調査により、
2017年以前の2つの提言・4つ
の項目について、一定の成果
が得られたことを確認し、その
他の提言についても、対応が
可能なことから取り組んでいる
ことを確認しました。
・平成30年3月31日に施行し
たガイドラインを適切に運用
し、不当な差別的言動の解消
に向けた取組を実施しました。

平成31年4月より、改正出入国
管理法が施行され、これまで
以上に外国人市民が増加する
ことが見込まれます。また、「川
崎市差別のない人権尊重のま
ちづくり条例」が令和元年12月
に成立し、令和2年7月から全
面施行されたことから、不当な
差別的言動の解消に向けた取
組を、今後も継続して実施して
いきます。
　また、外国人市民施策事業
については、今後さらに外国
人市民のニーズに合わせた施
策が重要となるため、令和2年
度には、川崎区役所総合案内
多言語化や川崎区役所での
通訳アプリ運用開始をする等
事業規模を拡大して取組を推
進します。

新型コロナウイルス感染症の
感染拡大の状況を踏まえ、今
後の会議開催の判断を行い開
催時期、開催方法などを決定
していきます。
これに合わせ、会議開催日
程、行事への参加、ニューズレ
ターの発行回数などにも影響
が出てくるものと思われます。
また、取組状況調査において
も、所管課での取組への影
響、所管課担当者の在宅勤務
などにより調査の集約が遅れ
ることも想定されます。

市民文
化局

56
市立学校への外
国人市民の講師
派遣

多文化共生
教育推進事

業
２－２－１

地域の外国人市民等に「民族文化講師」として自国
の文化を児童生徒に伝えるボランティア活動を依頼
し、市立小学校、中学校、高等学校、特別支援学
校に派遣する、「学校の中でできる多文化ふれあい
交流会」を実施します。

・5月に実施校事前説明会を開催しま
す。
・6月～3月に各学校で事業を実施しま
す。
・2月に「報告交流会」を開催します。
・実践事例の資料や意見交換の記録
を「実践収録」に掲載し各学校に配布
します。

３　ほぼ目標どおり

・民族文化講師ふれあい事業では、市立小中学校
５０校に講師合わせて144名を派遣しました。また、
市立学校の全ての校種が集まって情報交換を行う
「学校の中でできる多文化ふれあい交流会」にも講
師が参加し体験学習の様子を伝える活動を行いま
した。

B.やや貢献してい
る

・実施校の担当教員からの報
告や、子どもたちの感想を通
じて多文化共生についての理
解を深めるために有効であっ
たことから、一定程度の施策
への貢献はあったと考えま
す。

・さまざまな国の文化の体験学
習を実施する「民族文化講師」
の学校派遣数については、講
師数を調整するなどして実施
校の目標値を達成できるよう努
めてまいります。

令和２年度は実施校事前説明
会の中止や休校に伴う実施期
間の変更、学校によっては実
施を見送る等の影響がありまし
た。今後は感染拡大状況を見
極めつつ、運営方法を工夫し
ながら実施してまいります。

教育委
員会

外国人市民
施策推進事

業
５－２－１

・引き続き、外国人市民及び外国人観
光客向けに多言語による情報発信を
行うことにより、多文化共生社会の実現
と観光を通じた魅力あるまちづくりの推
進を目指します。 ３　ほぼ目標どおり

・株式会社セブン銀行川崎アゼリア出張所での外
国人住民・観光客向けの冊子やリーフレットの配布
・株式会社セブン銀行アプリ内で川崎市の外国人
向けに川崎市の情報を掲載

B.やや貢献している

・株式会社セブン銀行川崎ア
ゼリア出張所での外国人住
民・観光客向けの冊子やリー
フレットの配布
・株式会社セブン銀行アプリ
内で川崎市の外国人向けに
川崎市の情報を掲載

平成31年4月より、改正出入国
管理法が施行され、これまで
以上に外国人市民が増加する
ことが見込まれます。今後さら
に外国人市民のニーズに合わ
せた施策が重要となるため、今
後も事業を継続します。

外国人向けの広報について
は、冊子やリーフレットの配架
やアプリ内での情報掲載には
大きな影響は出ないものと考
えます。 市民文

化局

産業観光推
進事業

４－９－２

セブン銀行の店舗を活用した情報発
信を行います。

３　ほぼ目標どおり

特になし

B.やや貢献している

外国人市民及び外国人観光
者向けに多言語による情報発
信を行う必要があるため、継
続して店舗での情報発信を実
施します。

外国人市民及び外国人観光
者向けに多言語による情報発
信を行う必要があるため、効果
的な情報発信に取り組みま
す。

新型コロナウイルス感染症の
影響により、東京オリンピック・
パラリンピックが延期され、また
国内外の観光客が大幅に減
少していることから、各取組の
実施時期や実施方法につい
て、感染状況を見ながら慎重
に検討してまいります。

経済労
働局

58
外国人介護人材
活用への取組

福祉人材確
保対策事業

１－４－２

介護福祉士の国家資格を有する方を対象とする新
たな在留資格の創設等の法改正に伴う福祉・介護
現場への外国人労働者の受入れを支援します。

今年度より行っている研修を引き続き
実施するとともに、平成３１年度より、諸
外国の大学等と覚書を結び、インター
ンシップによる外国人の受入れを行う。 ３　ほぼ目標どおり

研修を継続実施するとともに、フィリピンの３大学と
覚書を締結し、インターンシップとして６名の受入れ
を行った。

B.やや貢献している

インターンシップ生６名全員
が、日本への再入国を希望し
ているとともに、受入を行った
３施設ともに雇用の意向が強
く、双方の満足度が高かった
ことから、介護人材確保の一
手段として期待できるため

今年度は一定の成果をあげら
れたことから、国の状況等を踏
まえ継続実施することが有効
であると考えられるため。

インターンシップ生の受入れに
ついては、国の動向等を注視
し、安全性に十分配慮して実
施していきます。 健康福

祉局

59
住民投票制度の
運営

自治推進事
業

５－１－１

本市の住民投票制度では、選挙権の有無にかかわ
らず、幅広い住民が投票に参加できるよう、その投
票資格者に外国人住民を含めています。

・６か国語のリーフレット等を用いた広
報の継続実施

３　ほぼ目標どおり

「成人の日を祝うつどい」のパンフレットで制度の広
報を実施

B.やや貢献している

住民投票の制度に外国人を
対象としており、多言語リーフ
レットによる広報など、国際施
策の推進に一定程度貢献しま
した。

認知度向上に向けて、今後も
継続的に住民投票制度周知
に向けた広報等の取組を実施
します。 市民文

化局

57

多文化共生社会
の実現と観光を通
じた魅力あるまち
づくりの推進

株式会社セブン銀行と連携し、外国人市民及び外
国人観光者向けに多言語による情報発信を行うこと
により、多文化共生社会の実現と観光を通じた魅力
あるまちづくりの推進を目指します。



　取組の方向性２　誰もが暮らしやすい環境づくり

　　①コミュニケーション支援

取組名 事務事業名 施策番号 取組の内容 令和元年度の取組内容
「令和元年度の取組
内容」に対する達成

度

取組内容の実績等（取組内容に対し、「未達成部
分」又は「より達成できた部分」を記入してくださ

い。）

施策への貢献度
（評価）

評価の理由 今後の方向性
新型コロナウイルスの感染拡
大を踏まえた今後の方向性

担当局

外国人市民
施策推進事

業
５－２－１

・10月1日現在の多言語広報資料の現
状調査及び進捗状況の把握
・多言語広報資料一覧の配布及び市
ＨＰでの公開
・広報資料の多言語化に向けた取組の
働きかけ

３　ほぼ目標どおり

・多言語広報資料について、全庁内に現状調査を
行い、10月1日現在の資料一覧をまとめ、区役所や
関係機関を通じて市民へ配布するとともに、市ＨＰ
で公開しました。
・外国人市民施策に関わる庁内の関係課で組織さ
れる会議で、広報資料の多言語化の推進を依頼し
ました。

B.やや貢献してい
る

庁内外への広報や庁内への
働きかけにより、多言語広報
資料の合計言語数が、毎年増
加しているため。

平成31年4月より、改正出入国
管理法が施行され、これまで
以上に外国人市民が増加する
ことが見込まれます。今後さら
に外国人市民のニーズに合わ
せた施策が重要となるため、今
後も事業を継続します。

多言語広報資料については、
新型コロナウイルスにより所管
課での広報資料作成への影
響、所管課担当者の在宅勤務
などにより調査の集約が遅れ
ることが想定されますが、集約
後の作業や働きかけには大き
な影響は出ないものと考えま
す。

市民文
化局

減量リサイク
ル推進事業

３－２－２

・前年度と同様の取組を実施します。
（対象者）川崎市内に居住する外国人
市民

３　ほぼ目標どおり

川崎市内に居住する外国人市民に対し、外国語版
のリーフレットを作成し、減量推進課及び各生活環
境事業所で適宜配布を行ったほか、外国人の利用
する施設に送付・配架を行いました。

B.やや貢献してい
る

資源物・ごみの分別の周知が
できました。

市内に居住する外国人市民の
ため、資源物とごみの分け方・
出し方（外国語版）のリーフレッ
トを必要に応じて作製し、分別
方法・排出マナーの周知を図
ります。

環境局

事業系ごみ
減量化推進

事業
３－２－２

川崎市内で事業を営む外国人に対し、
日本語（ルビ付き）、英語、中国語、ポ
ルトガル語、スペイン語、韓国・朝鮮
語、タガログ語で表記された事業系ご
み処理方法に係るリーフレットを配布し
ます。

３　ほぼ目標どおり

減量推進課及び各生活環境事業所で配布を行い
ました。

B.やや貢献してい
る

日本語がわからない外国人事
業者に対して、事業系ごみの
処理方法を適切に伝えられた
ためです。

一定の需要があると考えられま
すので、現状のままリーフレット
の配布を継続します。

環境局

国民健康保
険事業 １－５－１

6か国語版の国民健康保険のしおりの
配布

３　ほぼ目標どおり

情報を更新した国民健康保険のしおりを作成し、区
役所窓口を通して配付・説明することにより、国民
健康保険に加入する外国人の方に対する制度周
知ができました。

B.やや貢献してい
る

多言語に対応する広報資料
の提供により、国民健康保険
制度の周知を図ることができま
した。

引き続き、外国人市民への制
度周知を図るため、計画どおり
事業を継続します。 健康福

祉局

国民年金の
運営業務

１－５－１

14か国語の国民年金制度のパンフレッ
トの配付

３　ほぼ目標どおり

情報を更新した国民年金制度パンフレットを作成
し、区役所窓口を通して配付・説明することにより、
国民年金に加入する外国人の方に対する制度周
知ができました。

B.やや貢献してい
る

多言語に対応する広報資料
の提供により、国民年金制度
の周知を図ることができまし
た。

引き続き、外国人市民への制
度周知を図るため、計画どおり
事業を継続します。 健康福

祉局

介護保険事
業

１－４－２

こんにちは介護保険ですの日本語版
の改訂に伴い、6言語版の作成と市
ホームページへの掲載を実施します。 ３　ほぼ目標どおり

６言語版の作成と市ホームページへの掲載を行い
ました。

B.やや貢献してい
る

日本語版だけでなく、６言語
版を作成し、外国籍の市民へ
の制度普及に努めています。

日本語版だけでなく、６言語版
を作成し、外国籍の市民への
制度普及を継続的に行いま
す。

健康福
祉局

61
コンタクトセンター
における多言語対
応

コンタクトセ
ンター運営
事業

５－１－２

コンタクトセンター「サンキューコールかわさき」にお
いて、多言語の問合せ等をお受けします。

・コンタクトセンター「サンキューコール
かわさき」において、英語による電話、
メール、ＦＡＸ及び手紙に対応並びに6
言語（中国語、韓国語・朝鮮語、ポルト
ガル語、スペイン語、タガログ語、フラ
ンス語）による電話（３者通話）に対応
し、応対情報源を利用して可能な限り
回答します。
・英語及び中国語のＦＡＱ（よくある質
問とその回答）をホームページに掲載
し、それぞれ新規項目の追加及び既
存の項目の修正を行います。

３　ほぼ目標どおり

コンタクトセンター「サンキューコールかわさき」にお
いて、英語による電話、メール、ＦＡＸ及び手紙に
対応並びに6言語（中国語、韓国語・朝鮮語、ポル
トガル語、スペイン語、タガログ語、フランス語）によ
る電話に対応しました。
また、英語及び中国語のFAQについて、適宜追加
や修正を行い、約２００項目を掲載しています。 A.貢献している

多言語での問合せに、常に対
応できる窓口を用意すること
で、誰もが暮らしやすい環境
に貢献しています。

引き続き、市政に関する問い
合わせ・意見等の受付窓口と
して、外国人市民や海外から
の問合せ等に対応します。

新型コロナウイルス感染症によ
る市民生活への影響は大き
く、多くのお問い合わせが届い
ていることから、円滑かつ継続
可能な体制の構築に向けて、
引き続き検討していきます 総務企

画局

62
識字学習活動の
支援

社会教育振
興事業

２－３－２

外国人市民等が日本での生活を円滑に営めるよ
う、教育文化会館及び各市民館、川崎市ふれあい
館にて、日常生活に必要な基礎的日本語を身につ
けるための学習を支援します。

教育文化会館及び6市民館、ふれあい
館にて14の日本語教室を開設運営し
ます。

３　ほぼ目標どおり

教育文化会館及び6市民館、川崎市ふれあい館に
て14の日本語教室を開設運営しました。

A.貢献している

令和元年度の日本語教室へ
の参加者は、延べ1万人を超
えており、施策に貢献していま
す。

引き続き、外国人市民等が日
本での生活を円滑に営めるよ
う、教育文化会館及び各市民
館、ふれあい館にて、日常生
活に必要な基礎的日本語を身
につけるための学習を支援し
ます。

新型コロナウイルス感染拡大
防止の観点から、今年度第1
期(4月～7月)の事業を中止又
は延期しているところですが、
今後の状況等を踏まえなが
ら、開催時期や開催方法を検
討していきます。

教育委
員会

63
日本語学習支援
者等の連携

多文化共生
教育推進事

業
２－２－１

教育文化会館及び市民館の識字学級ボランティ
ア、ふれあい館、民族文化講師派遣団体などの市
民や、関係する学校教職員、市民館、行政職員か
らなる外国人教育推進連絡会議を開催し、情報交
換や意見交換を行います。

・地域における外国人市民の日本語学
習支援のあり方を考える「川崎市地域
日本語教育推進連絡調整会議」を開
催します。
・ボランティアの情報交換と研究の場と
して、「地域日本語連絡会」と「地域日
本語ネットワークのつどい」を開催しま
す。

３　ほぼ目標どおり

外国人教育推進連絡会議を７月と１月の年2回開
催しました。会議で共有した外国につながりのある
児童生徒への支援施策の意見を踏まえ、「外国に
つながりのある児童生徒・保護者のための支援事
業一覧（学校版）」を作成・配布しました。

B.やや貢献してい
る

学校教育及び社会教育にお
ける様々な取組状況の情報共
有を図り、一覧表を作成したこ
とにより、一定程度の施策へ
の貢献はあったと考えます。

「外国につながりのある児童生
徒・保護者のための支援事業
一覧（学校版）」については、
学校配布後の活用状況等を
把握し、情報の更新を行って
まいります。

令和２年度は第1回会議を中
止しました。今後は感染拡大
状況を見極めつつ、運営方法
を工夫しながら実施してまいり
ます。

教育委
員会

64
市バス案内表示
の多言語化

市バス移動
空間快適化

事業
４－７－４

訪日外国人らに対応するため、市バス案内の多言
語化を推進します。

　英語で市バスの使い方や路線図を掲
載したＡ１サイズのリーフレット5千部を
発行し、希望者に無料配布します。（管
理課） ３　ほぼ目標どおり

市バス路線図の他、市バスの乗り方についての説
明を英語で掲載したリーフレットを１万部を発行し、
希望者へ無料配布するとともに、市内公共施設等
での配架を行いました。 A.貢献している

希望者への無料配布及び市
内公共施設等での配架によ
り、市内広域に周知することが
できたため。

オリンピック・パラリンピック開催
を契機とした今後のインバウン
ド需要を見極め、改訂版の発
行等を検討する。 交通局

65
タブレット端末等
を活用した多言語
案内

区役所サー
ビス向上事

業 ５－１－３

外国人の来庁者に対し、タブレット端末を活用した
テレビ通訳システムを導入し、多言語による対面式
の案内を行います。多言語案内を提供することで、
外国人市民にも利用しやすい区役所を目指しま
す。

各区役所・支所等にタブレット端末等
を導入することにより、外国語の遠隔通
訳を実施し、増加する外国人市民をは
じめとした多様な来庁者とのコミュニ
ケーション支援を図ります。

３　ほぼ目標どおり

各区役所・支所等にタブレット端末等を導入するこ
とにより、13外国語の遠隔通訳を実施し、増加する
外国人市民をはじめとした多様な来庁者とのコミュ
ニケーション支援を図ります。 A.貢献している

各区役所・支所の窓口におけ
る多言語での情報提供に活
用されているため。

引き続き多言語案内を実施す
ることで適切な区役所サービス
及び情報提供を行います。 市民文

化局

60
日本語がわからない外国人市民の不安や不都合を
解消するため、広報資料の多言語化を推進します。

広報資料の多言
語化の推進



地域課題対
応事業（川

崎区）
川崎区

情報の定期的な見直しと適宜更新を行
います。

３　ほぼ目標どおり

多言語に対応した総合案内板を作成しました。

A.貢献している

多言語に対応した総合案内
板を設置し、外国人市民にも
該当の窓口が分かりやすく、
利用しやすい区役所になって
いると考えられるため。

情報の定期的な見直しと適宜
更新を行います。

川崎区
役所

区役所等管
理運営事業

（幸区）
幸区

引き続き英語等のフロア案内サインや
窓口案内サインを設置します。

３　ほぼ目標どおり

英語等のフロア案内サインや窓口案内サインを設
置することで、適切な窓口案内ができています。

A.貢献している

外国人市民にも分かりやすい
窓口表示を行えたため。

継続的に設置します。

幸区役
所

区役所等管
理運営事業
（中原区）

中原区

情報の定期的な見直しと更新をしま
す。

３　ほぼ目標どおり

多言語に対応した総合案内板を作成しています。

A.貢献している

英・中・韓の３ヶ国語に対応し
た総合案内板を設置し、外国
人市民にも使いやすい区役
所となっています。

情報の定期的な見直しと更新
をします。 中原区

役所

区役所等管
理運営事業
（高津区）

高津区

左記案内板を使用した外国人市民の
案内を継続して実施します。 ３　ほぼ目標どおり

多言語で併記した総合案内板による案内を区役所
内で継続して実施しているため。 B.やや貢献してい

る

多言語で併記した総合案内
板による案内を区役所内で継
続して実施しているため。

適宜、情報の更新を行ってい
きます。 高津区

役所

区役所等管
理運営事業
（宮前区）

宮前区

多言語総合案内板により、様々な国籍
の来庁者に対する案内を継続して実
施します。 ３　ほぼ目標どおり

多言語総合案内板により、様々な国籍の来庁者に
対し庁舎を案内することができました。

A.貢献している

多言語総合案内板により、
様々な国籍の来庁者に対し庁
舎を案内することができていま
す。

引き続き多言語総合案内板に
より、様々な国籍の来庁者に
対し庁舎を案内していきます。

宮前区
役所

区役所等管
理運営事業
（多摩区）

多摩区

引き続き多言語表示の案内を行うな
ど、誰にでも利用しやすい庁舎を目指
します。 ３　ほぼ目標どおり

平成31年4月1日の区役所組織整備計画に基づ
き、庁内総合案内板及び案内サインについて、多
言語表示での修正を行いました。 A.貢献している

実行プログラムに基づき、適
切に対応しました。

組織整備計画に基づく組織名
の変更がない場合でも、来庁
者アンケート等を参考に随時
多言語化の取組を行います。

多摩区
役所

区役所等管
理運営事業
（麻生区）

麻生区

引き続き必要な案内・情報提供を行い
ます。

３　ほぼ目標どおり

４つの言語による総合案内板を設置した。

A.貢献している

外国人市民に多言語案内を
行いました。

引き続き必要な案内・情報提
供を行います。

引き続き必要な情報提供を行
います。 麻生区

役所

67
外国人に向けた
情報発信の充実

広報に関す
る業務

川崎区
地域団体と協働で、外国人市民向けに携帯メール
マガジン配信事業を実施し、外国人市民に生活情
報を届けます。

・「川崎区役所多言語情報集約冊子」
原稿の翻訳、レイアウト作業、印刷・製
本等を行い、令和元年度に冊子を作
成します。
・市政だよりからの抜粋情報等の行政
情報を定期的に翻訳し、区ホームペー
ジ等で毎月発信します。
・区役所内からの依頼に基づき外国人
に向けたチラシや案内を機動的に翻
訳する仕組みを構築、実施します。

３　ほぼ目標どおり

・川崎区役所多言語情報集約冊子「外国人住民の
ための川崎区生活便利ガイド」を６言語（英語、中
国語、韓国・朝鮮語、ポルトガル語、タガログ語、ベ
トナム語）で発行しました。また、川崎区役所１階の
総合案内及び区民課にて紙冊子を配架し、区ＨＰ
に冊子データを掲載しました。

A.貢献している

外国人ボランティアや情報掲
載所管課からの意見などを的
確に反映させた冊子を作成す
るとともに、区役所各課からの
外国人への情報発信ニーズ
に基づいた翻訳を行いまし
た。

川崎区役所多言語情報集約
冊子「外国人住民のための川
崎区生活便利ガイド」について
は、必要に応じて情報を更新
し翻訳を行います。市政だより
の抜粋情報や区役所内からの
依頼に基づく外国人に向けた
チラシや案内の翻訳・発信に
ついては、外国人住民にとっ
て真に必要な情報を収集する
とともに、その情報を必要とす
る外国人住民に的確に発信し
ます。

・方向性に影響は生じない見込み
です。

川崎区
役所

地域課題対
応事業（川

崎区）
川崎区

現行のまま、配布体制を継続します。

３　ほぼ目標どおり

すべての外国人転入者に対して専用のウェルカム
セットの配布を徹底し、現在まで取り組みを続けて
います。

B.やや貢献している

案内については、各制度の担
当課で作成しているパンフ
レット等の詰め合わせで配布
用セットを作っているに過ぎ
ず、制度ごとに使用言語など
について、規格が統一されて
いる訳ではないため

現行のまま、配布体制を継続
します。

現行のまま、配布体制を継続
します。

川崎区
役所

区役所等管
理運営事業

（幸区）
幸区

引き続き外国人向け資料コーナーを設
置します。

３　ほぼ目標どおり

外国人向け資料コーナーを区民課窓口に近い位
置に移動させることで、転入した外国人の方により
スムーズに情報を提供できるようになりました。

A.貢献している

外国人市民が情報を得る際
に、情報を集約することで付
帯する情報も得られる機会が
提供できたため。

継続的に設置します。 取組に変化はありませんが、
場所を少し移動させました。出
入口の近くに設置することで、
密集を避け、換気も充分にで
きています。机等は、消毒をし
ています。

幸区役
所

区役所等管
理運営事業
（中原区）

中原区

情報の定期的な見直しと更新をしま
す。

３　ほぼ目標どおり

区役所庁舎１階に外国人向け資料コーナーを設置
するとともに、７ヶ国
語に対応したフロア案内を作成しています。 A.貢献している

外国人市民が必要とする情報
の提供をしています。

情報の定期的な見直しと更新
をします。

中原区
役所

区役所等管
理運営事業
（高津区）

高津区

外国人転入者への資料等を確実に配
布します。 ３　ほぼ目標どおり  A.貢献している

他課から依頼案内資料につ
いては、適切に配布できてい
ます。

今後も継続して配布していきま
す。

感染拡大防止に配慮しながら
継続して資料配布等の情報提
供を実施します。

高津区
役所

区役所等管
理運営事業
（宮前区）

宮前区

外国人向け資料コーナー設置の継続

３　ほぼ目標どおり

外国人転入者に有用であると考えられる資料を一
か所にまとめて設置。必要に応じ資料の入替を行
いました。

A.貢献している

様々な国籍の来庁者に対し、
生活に必要な情報を提供する
ことができているため。

引き続き外国人転入者に対す
る情報発信の1つの場所として
機能させていきたい。

宮前区
役所

区役所等管
理運営事業
（多摩区）

多摩区

引き続き、窓口及び情報コーナーにお
ける情報提供を続けていきます。

３　ほぼ目標どおり

特にありません
（引き続き転入時に窓口にて外国語版資料の配布
を行うとともに、外国人向け資料コーナーを設置し
情報提供を行っています。） B.やや貢献してい

る

転入時、来庁時の案内ではス
ムーズに対応できていること、
また、転入時に限らず「行政
情報の提供」を行っていること
から貢献しています。

窓口受付時の案内・資料配
布、常設コーナーの設置により
情報提供を行う。また、個別の
案件については適宜窓口で対
応し、情報・資料の内容に変
更が生じた場合には、適宜修
正していきます。

多摩区
役所

区役所等管
理運営事業
（麻生区）

麻生区

引き続き必要な情報提供を行います。

３　ほぼ目標どおり

転入手続の際、
・川崎市に住む外国人の皆さんへ
・川崎市「資源ごみとごみの分け方・出し方」
・川崎市防災マップ（麻生区）
を配布し、生活に必要な情報提供を行いました。

A.貢献している

外国人転入者にもわかりやす
い冊子を配布することで、生
活に必要な情報提供を行うこ
とができました。

引き続き必要な情報提供を行
います。

引き続き必要な情報提供を行
います。

麻生区
役所

広報に関する事務 中原区

平成31年度においても、武蔵小杉駅
周辺の再開発により案内サインの更新
が必要となることから、案内サイン情報
更新委託と合わせて多言語表記を検
討します。

３　ほぼ目標どおり

武蔵小杉駅周辺の再開発に伴い情報更新が必要
となった案内サインついては、多言語表記を実施。

B.やや貢献してい
る

武蔵小杉駅周辺の案内サイン
を多言語表記することで、区
内に在住の外国人の方や観
光客に対しての適正な誘導に
貢献できています。

今後も武蔵小杉駅周辺の再開
発等の状況の変化に伴い情
報更新が必要となった案内サ
インついては、情報更新委託
と合わせて多言語表記を実施
していく。

中原区
役所

広報に関する事務 高津区

「高津区公共サイン整備指針」に加え、
平成28年3月に策定された「誰もが分
かりやすい公共サイン整備に関するガ
イドライン」も踏まえ、既存公共サインの
改善の際に、多言語表記とすることを
進めていきます。

３　ほぼ目標どおり A.貢献している

予定通り区内の案内サインの
更新整備を進めたため。

引き続き既存公共サインの改
善を行い、多言語表記とするこ
とを進めていく。 高津区

役所

66

68

外国人の来庁者に向けて、区役所内に多言語で併
記した総合案内板を設置し、外国人市民にも使い
やすい区役所を目指します。

外国人転入者に
対する生活に必
要な情報提供

区役所総合案内
板の多言語化

東京２０２０オリンピック・パラリンピックを見据えて、
区庁舎等への案内サインの多言語表示を推進しま
す。

外国人転入者に対する外国語版冊子の配布や、外
国人向け資料コーナーの設置等により生活に必要
な情報を提供します。

案内サインの多言
語化

69



　　②生活支援

取組名 事務事業名 施策番号 取組の内容 令和元年度の取組内容
「令和元年度の取組
内容」に対する達成

度

取組内容の実績等（取組内容に対し、「未達成部
分」又は「より達成できた部分」を記入してくださ

い。）

施策への貢献度
（評価）

評価の理由 今後の方向性
新型コロナウイルスの感染拡
大を踏まえた今後の方向性

担当局

70
国際交流センター
等を活用した外国
人相談の実施

交流推進事
業

４－９－１

外国人市民からの日常生活等に関する相談に助言
を行うとともに、必要に応じて関係機関等と連携し、
生活上の課題をサポートします。
また、出入国管理及び難民認定法等の改正により
新たな外国人材の受入れのための在留資格が創
設され、国の総合的対応策（概要）が示されまし
た。。
このうち、生活者としての外国人に対する支援策と
しての「（仮称）多文化共生総合相談ワンストップセ
ンター」について、国の交付金も活用し、 国際交流
センターで実施している多言語相談等の充実を図
ること等により、行政・生活全般の情報提供・相談を
多言語で行う一元的窓口を整備します。

①国際交流センターにおける外国人市民
のための生活等の相談事業を実施します。
②「（仮称）多文化共生総合相談ワンストッ
プセンター」に必要な環境整備（翻訳機購
入やHP作成等）を進め、令和元年度中の
国際交流センター相談窓口拡充・実施を
目指します。
③外国人市民が区役所・支所へ相談・手
続等に来庁する際の通訳派遣事業を実施
します。
④相談カウンターの整備や多言語対応に
必要な翻訳機の購入、１１言語に対応した
ホームページの作成、相談啓発用パンフ
レットの作成等、必要な環境整備に向けた
検討を進めます。

３　ほぼ目標どおり

①国際交流センターでは、11か国語に対応（英語
のみ常時対応）した相談窓口を開設し、日常生活
の相談を受け付けました。また、毎月第3日曜日に
行政書士による専門相談会を実施しました。
②各区役所・支所窓口の要望に応じて、通訳ボラ
ンティアの派遣を行いました。
③国際交流センターでは、11か国語に対応（英語
のみ常時対応）した相談窓口を開設し、日常生活
の相談を受け付けました。
②区役所へタブレット端末を配置し、区役所の外国
人相談体制の充実を行いました。

A.貢献している

多くの方に利用されているた
め。

引き続き、国際交流センター
において、多文化共生総合相
談ワンストップセンターを継続
開設し、外国人市民のための
生活等の相談事業を実施しま
す。通訳派遣事業について
は、実施方法等について検討
しつつ継続実施します。

①外国人市民相談事業では、
感染に関する医療、入管、経
済など、必要とされる最新情報
を常に整備し相談者に提供す
る。
②通訳派遣事業の実施に当
たっては、調整の段階におい
て、実施場所における３密回
避対策の確認を行う。
③多文化共生総合相談ワンス
トップセンターでの外国人窓口
相談事業の運営に当たって
は、マスク着用、手洗い、手指
の消毒の徹底や体調の悪い
方の来訪を制限するなどの対
策を行う。相談者に感染に関
する医療、入管、経済など、必
要とされる最新情報を常に整
備し提供する。
④タブレット端末によるテレビ
電話相談の利用を促進しま
す。

市民文
化局

71
言語や生活習慣
等の違いに配慮し
た相談支援

障害者日常
生活支援事

業
１－４－４

外国人等で障害福祉サービスが必要な状態にある
場合、各区保健福祉センターや地域の相談支援セ
ンター等において、言語や生活習慣等の違いに配
慮したきめ細やかな相談支援を行います。

各区保健福祉センターや地域の相談
支援センター等において、言語や生活
習慣等の違いに配慮したきめ細やかな
相談支援に努めます。 ３　ほぼ目標どおり

各区地域みまもり支援センターや地域の相談支援
センター等において、言語や生活習慣等の違いに
配慮したきめ細やかな相談支援に取り組みました。

B.やや貢献してい
る

言語や生活習慣等の違いに
配慮したきめ細やかな相談支
援に努めているため。

継続実施

健康福
祉局

72
民間賃貸住宅等
居住支援推進事
業

民間賃貸住
宅等居住支
援推進事業

１－４－６

高齢者、障害者、低所得者、外国人等の居住の安
定に向け、多様な主体との連携により入居支援や
入居後の生活支援等の取組を推進します。

・居住支援協議会の取組を中心に、入
居支援体制による支援を実施します。
・住宅セーフティネット法に基づく登録
住宅制度等、既存住宅を活用した住
宅確保要配慮者向けの住まいの確保
に関する取組を進めます。
・引き続き、居住支援制度による住宅
確保要配慮者の居住の安定化を図り
ます。

３　ほぼ目標どおり

・入居支援体制については、引き続き、住情報提
供事業で実施する「すまいの相談窓口」において
不動産店のマッチングを実施すると共に、対象者を
従来の高齢者だけでなく、障害者や外国人等全て
の住宅確保要配慮者に拡充し、案内チラシやホー
ムページを多言語対応とするなどの充実を図りまし
た。
・登録住宅制度に関する家主向けセミナー（1回）を
開催したほか、神奈川県居住支援協議会と連携
し、申請書作成やシステム入力等に関する登録支
援を実施しました。
・居住支援制度については、135件の入居支援を
行いました。

A.貢献している

・居住支援協議会での議論さ
れた内容や意見を踏まえ、入
居支援体制を充実したことに
加え、外国人市民の居住支援
を行うＮＰＯ法人と共同して、
案内チラシやホームページを
多言語対応とした周知・啓発
を実施することができたため。

引き続き、入居支援体制の充
実により住宅確保要配慮者の
住まいの確保や課題解決に努
めることとし、その手段として居
住支援制度や住宅セーフティ
ネット法に基づく登録制度を推
進すると共に、居住支援協議
会の議論や意見を踏まえて、
必要な取組を検討・実施して
いきます。

新型コロナウイルス感染拡大
の影響により、住まいに不安を
抱える方を対象とした相談対
応を行っていきます。

まちづく
り局

73
医療通訳スタッフ
の派遣

救急医療体
制確保対策

事業
１－６－１

外国人市民が安心して医療サービスを受けられるよ
う、必要な患者に医療通訳スタッフを派遣します。

神奈川県域で実施されている医療通
訳派遣システム事業に参画し、県内各
自治体と協調しながら、負担金を支出
することなどにより、同事業の効果的か
つ安定的な推進に寄与します。

３　ほぼ目標どおり

神奈川県域で実施されている医療通訳派遣システ
ム事業に参画し、県内各自治体と協調しながら、負
担金を支出することなどにより、同事業の効果的か
つ安定的な推進に寄与しました。

A.貢献している

神奈川県内の派遣件数は、
平成29年度5,879件、平成30
年度7,144件、令和元年度
7,767件と、多くの利用実績が
あります。
また、川崎市に限った派遣件
数は、令和元年度1,442件と
なっています。

外国人市民が安心して医療
サービスを受けられるよう、引
き続き事業参画します。

健康福
祉局

74
ＤＶ被害者支援へ
の通訳ボランティ
ア派遣

女性保護事
業

２－１－４

外国人被害者への支援の充実に向けて、通訳者の
確保や支援団体等との連携を強化するとともに、文
化や制度の違い等に配慮した対応に努めます。

支援団体と女性相談員との連絡会の
開催及び支援団体との意見交換を行
います。

３　ほぼ目標どおり

連絡会の開催、意見交換の実施に加え、支援団体
を講師として、ＤＶ被害者への通訳ボランティア派
遣に関する研修及び施設見学会を実施しました。

A.貢献している

研修と見学会の実施により外
国人被害者への通訳の必要
性が相談従事職員に認識さ
れ、昨年度に比べて派遣が５
件増加したため。

引き続き外国人被害者支援団
体との連携を強化し、通訳ボラ
ンティアの確保及び円滑な派
遣を行います。

ソーシャルディスタンスを意識
し、適宜換気や消毒を行いな
がら通訳ボランティアを必要と
している被害者に円滑な派遣
を行っていきます。

こども未
来局

75
外国人高齢者福
祉手当の支給

外国人高齢
者支援事業

１－４－３

戦前に渡日した外国人に対し、川崎市外国人高齢
者福祉手当を支給することにより、外国人高齢者の
福祉の向上を図ります。

・川崎市外国人高齢者福祉手当の支給

３　ほぼ目標どおり

・川崎市外国人高齢者福祉手当の支給　対象者57
人（令和２年3月）

A.貢献している

本手当を支給することにより、
外国人高齢者の福祉の向上
が図られているためです。

今後も事業を継続していきま
す。

従来から郵送で申請勧奨及び
申請受付を行っているため、
今後も継続して実施していきま
す。

健康福
祉局

76
外国人心身障害
者福祉手当の支
給

障害者手当
等支給事業

１－４－５

国民年金法等の一部を改正する法律の施行に伴
い、同法の施行日（昭和57年１月１日）前に20歳に
達していた外国人等で障害基礎年金等を受給でき
ない中度以上の心身障害者等に対し、外国人等心
身障害者福祉手当を支給します。

令和元年度も引き続き支給額（月額）
を平成30年度と同額とし、支給対象者
数4名と見込みます。
・支給額（月額）
　重度　44,500円　中度　32,500円
・支給対象予定者数　4人
　（重度3名、中度1名）

３　ほぼ目標どおり

対象者に対し、以下を支給しました。
・支給額（月額）
重度　44,500円　中度　32,500円
・支給対象者数　4人
【重度3名、中度1名】 B.やや貢献している

取組内容通りに支給を行った
ため。

引き続き、要件を満たす外国
人心身障害者等に対し、外国
人等心身障害者福祉手当を
支給します。 健康福

祉局

77
救急医療機関へ
の補助

救急医療体
制確保対策

事業
１－６－１

神奈川県内の救急医療機関において、医療費の負
担能力に欠ける外国籍の川崎市内在住者に係る救
急医療に関し発生した損失医療費（14日以内の入
院医療が対象）について補助します。

神奈川県内の救急医療機関におい
て、医療費の負担能力に欠ける外国籍
の川崎市内居住者に係る救急医療に
関し発生した損失医療費（14日以内の
入院医療が対象）について補助しま
す。

３　ほぼ目標どおり
市内医療機関へ周知しましたが、令和元年度は申
請がありませんでした。

A.貢献している

医療費の負担能力に欠ける
外国籍の川崎市内居住者に
対する救急医療の提供を確
保しています。

医療費の負担能力に欠ける外
国籍の川崎市内居住者に対
する救急医療の提供を確保す
るため、引き続き事業を行いま
す。

健康福
祉局



　　③外国人及び外国につながりのある児童生徒等の教育支援

取組名 事務事業名 施策番号 取組の内容 令和元年度の取組内容
「令和元年度の取組
内容」に対する達成

度

取組内容の実績等（取組内容に対し、「未達成部
分」又は「より達成できた部分」を記入してくださ

い。）

施策への貢献度
（評価）

評価の理由 今後の方向性
新型コロナウイルスの感染拡
大を踏まえた今後の方向性

担当局

78
外国人学校児童
等への補助

地域子育て
支援事業

２－１－１

市内の外国人学校に通う児童等の健全育成及び
外国人学校と公立学校等との交流を図るために補
助します。

引き続き、市内の外国人学校に通う児
童等の健康・安全及び外国人学校と公
立学校等との交流を図るために補助し
ます。 ３　ほぼ目標どおり

市内の外国人学校2校に対し、外国人学校児童等
健康・安全事業補助金及び外国人学校児童等多
文化共生・地域交流事業補助金をそれぞれ交付し
ました。 A.貢献している

市内の外国人学校に通う児童
の安全確保、健康維持事業に
対する補助を行いました。ま
た、外国人学校が主催する地
域の交流事業に対する補助を
行いました。

外国人学校に通う児童等の健
全な育成を推進するため継続
して実施します。 こども未

来局

79
海外帰国・外国人
児童生徒相談事
業

海外帰国・
外国人児童
生徒相談事

業

２－２－２

学校と関係機関が連携して、日本語が不自由な児
童生徒等の相談・就学体制づくりを進めます。ま
た、日本語指導等協力者（学習支援員）を派遣する
とともに、特別の教育課程による日本語指導体制づ
くりを進めます。

・日本語指導が必要な児童生徒等の
相談・就学体制づくりを進めるため、海
外帰国・外国人児童生徒に対して教育
相談を実施します。
・初期の日本語指導及び中学３年生へ
の学習支援として、日本語指導等協力
者を派遣します。
・特別の教育課程による日本語指導体
制づくりのために、帰国・外国人児童
生徒教育担当者研修会において、取
組について周知します。
・市立小・中・特別支援学校において
日本語指導が必要な児童生徒に対し
て特別の教育課程を編成・実施し日本
語教育の充実を図ります。

３　ほぼ目標どおり

・海外帰国・外国人児童生徒の就学に関する相談
を168件実施。
・日本語指導等協力者と学習支援員の派遣として
延べ302人の児童生徒に派遣を実施し支援を行っ
た。
・市立小・中・特別支援学校において、日本語指導
が必要な児童生徒に対する特別の教育課程の編
成・実施を行った。

A.貢献している

グローバル都市川崎の実現に
向けては、家族を伴って安心
して生活できる環境づくりが必
要である。言語や文化の違い
による困難さに対して一定の
支援が必要とされている。

・海外帰国・外国人児童生徒
は増加傾向にあり、支援の要
望及び重要性は更に高くなっ
ていくため、きめ細かい支援を
実施していく必要がある。

教育委
員会

80
地域日本語教育
の推進

社会教育振
興事業

２－３－２

市民館等地域における外国人市民の日本語学習
支援のあり方について官民の関係機関や市民、学
識経験者と研究協議を行い、多文化共生社会へ向
けたよりよい識字・日本語学習支援システムについ
て方策を検討します。

・地域における外国人市民の日本語学
習支援のあり方を考える「川崎市地域
日本語教育推進連絡調整会議」を開
催します。
・ボランティアの情報交換と研究の場と
して、「地域日本語連絡会」と「地域日
本語ネットワークのつどい」を開催しま
す。

３　ほぼ目標どおり

「川崎市地域日本語教育推進連絡調会議」、「地域
日本語連絡会」、「地域日本語ネットワークのつど
い」を開催しました。

A.貢献している

令和元年度は「川崎市地域日本
語教育推進連絡調整会議」を２
回、「地域日本語ネットワークのつ
どい」を1回開催し、「地域日本語
連絡会」を11回開催し、施策に貢
献しています。

引き続き、地域における外国
人市民の日本語学習支援のあ
り方について、官民の関係機
関や市民、学識経験者と協議
を行い、多文化共生社会へ向
けたよりよい識字・日本語学習
支援について検討します。

新型コロナウイルス感染拡大
防止の観点から、今年度の会
議を中止又は延期しているとこ
ろですが、今後の状況等を踏
まえながら、開催時期や開催
方法を検討していきます。

教育委
員会

就学等支援
事業

２－２－２

　就学案内を９言語版で作成し（日本
語、英語、中国語、ハングル、スペイン
語、ポルトガル語、タガログ語、ベトナ
ム語、タイ語）、市内に住民登録がある
外国人児童生徒の世帯に送付し、関
係各部署にも周知を行います。就学援
助では、就学援助制度の簡易案内を
引き続き配布し、周知するとともに、平
成３１年度からは９か国語で申請書見
本と就学援助制度についてのお知ら
せを作成し、QRコードで読み込みがで
きるようにした上で保護者へ送付しま
す。

３　ほぼ目標どおり

　就学案内を９言語版で作成し（日本語、英語、中
国語、ハングル、スペイン語、ポルトガル語、タガロ
グ語、ベトナム語、タイ語）、対象者に送付及び関
係各部署への周知を実施しました。また、就学援助
制度の簡易案内を配布し、周知するとともに９か国
語で申請書見本と就学援助制度についてのお知ら
せを作成し、案内に掲載したQRコードから閲覧が
できるようにしました。

A.貢献している

外国人の子供の就学機会を
確保する観点から、適切な情
報提供を行うことができたもの
と考えます。

引き続き、対象者に対し、制度
の情報提供に努めてまいりま
す。

新型コロナウイルスに関わる就
学援助についての情報を外国
人に適切に伝えるため、ホー
ムページ等で周知を図ることを
検討します。

教育委
員会

多文化共生
教育推進事

業
２－２－２

市立小学校へ入学する外国籍の家庭
に就学にかかわる手続きや準備などの
説明が掲載されている「外国人保護者
用就学ハンドブック」を送付します。さら
に、その他のニーズのある言語でも作
成し、さらなる多言語化を推進してまい
ります。

３　ほぼ目標どおり

外国籍の家庭にハンドブックを配付することにより、
就学にかかわる手続きや準備などの不安の解消を
図ることができることから、効果があると考えます。

B.改善しながら継続

相談体制が大きく変わることか
ら、記載する内容を見直してま
いります。

市立小学校へ入学する外国籍
の家庭に就学にかかわる手続
きや準備などの説明が掲載さ
れている「外国人保護者用就
学ハンドブック」を送付します。

教育委
員会

82
外国人保護者の
状況に配慮した情
報提供

海外帰国・
外国人児童
生徒相談事

業

２－２－２

外国人保護者の状況に配慮し、必要に応じて資料
にルビ振りを行うなど、円滑な情報提供の実現を目
指します。

帰国・外国人児童生徒教育担当者研
修会等において、外国人保護者の状
況に応じて、ルビふりや平易で分かり
やすい日本語表現による円滑な情報
提供の必要性を周知します。 ２　目標を上回った

・教育委員会が通訳・翻訳機器を４０台レンタルし、
必要な学校に配布しました。
・外国につながる子どもとご家族のための小学校入
学前支援「プレスクール」を９回実施し、１８組の親
子の参加がありました。 A.貢献している

・保護者とのやりとりに要する
時間が短くなり、互いに伝えた
いことが伝わるようになるなど、
教員とのコミュニケーションが
円滑になったことや、日本の
学校についての一定の理解
が深まったことから、外国人保
護者への情報提供に貢献が
あったと考えます。

、ルビふりや平易で分かりやす
い日本語表現による円滑な情
報提供の必要性の周知に努
めつつ、通訳・翻訳機器の活
用やプレスクールの実施を
行ってまいります。

プレスクールについては、今後
は感染拡大状況を見極めつ
つ、運営方法を工夫しながら
実施してまいります。

教育委
員会

83
幸区こども学習サ
ポート事業

地域課題対
応事業（幸

区）
幸区

ＮＰＯと区民サポーターが連携して、外国につなが
る小中学生への学習支援活動と、サポーターの養
成を行うことで、区民の主体的な活動を進めます。

①外国につながる子どもの東小倉学習
サポート教室（毎週）
②学習支援ボランティア養成講座また
は学習支援ボランティア向けブラッシュ
アップ講座

３　ほぼ目標どおり

①を年間40回実施しました。登録児童は28人で、
昨年度より増えました。②についえは、活動中のボ
ランティア向けにブラッシュアップ研修を実施しまし
た。

A.貢献している

子どもが言語を理由に学習の
遅れや生活に困難が生じない
よう、外国人が増加する幸区
において地域課題として捉え
支援をしていくことは有効であ
ると考えます。

広報や良質な教室運営に努
めることで児童登録者数や出
席率を向上させるなど、より事
業を効果的に進めることができ
るよう見直しを進めていきま
す。

①感染拡大防止のため、9月
からの実施を予定しています。
委託団体であるＮＰＯ教育活
動総合サポートセンターや関
係他部署と綿密な協議をしな
がら、ソーシャルディスタンスの
確保や飛沫感染の防止等、十
分注意しながら取組を進めて
いきます。
②感染拡大防止対策につい
て委託団体であるＮＰＯ教育
活動総合サポートセンターや
ボランティアと協議しながら、開
催の可否を含め実施を検討し
ます。

幸区役
所

84
市民団体と連携し
た学習支援

地域課題対
応事業（麻

生区）
麻生区

市民団体による、日本語を母語としない児童・生徒
への学習支援（学校内支援及び地域支援）を行い
ます。

令和元年度も引き続き外国籍等の児
童・生徒に対して学校の要請に基づき
授業や放課後の中で個別指導を行
い、長期休業（夏休み等）時は区内の
公共施設で麻生区内の希望者を対象
とした集団指導を行うなど、学習が遅
れがちな外国籍等の児童・生徒に対す
る学習支援を行います。

３　ほぼ目標どおり

小学生18名、中学生8名の学習支援を、それぞれ
の通学している学校に出向いて実施しました。ま
た、長期休業中（夏休み等）には希望者及びその
保護者を交えた支援を行いました。

A.貢献している

支援を実施する前は授業での
日本語の意味や言葉の内容
に戸惑いがあったが、支援を
実施したことにより日本語での
読み書きや内容の理解・把握
をすることができるようになりま
した。

今後学校側からの支援の要請
に対して、関係機関と引続き連
携を強化して、学習支援活動
の効率化を図っていくことが必
要です。

市立学校が６月から再開したこ
とに伴い、学校と感染防止の
観点から気を付けるべき点を
事前確認しつつ、対象児童生
徒の支援方法等について打合
せを行うなど団体活動を再開
させました。
今後についても、学校の課業
日において、感染防止に配慮
しつつ継続的に支援を実施し
ていきます。

麻生区
役所

81
外国人保護者用
就学案内・就学援
助案内

新入学対象となる外国籍の児童生徒の保護者に７
言語で作成した就学案内を配布・周知し、就学機会
の確保に努めます。また、９言語で作成した就学援
助制度の簡易案内を各学校へ配布し、制度の周知
をします。



　　④子育て支援

取組名 事務事業名 施策番号 取組の内容 令和元年度の取組内容
「令和元年度の取組
内容」に対する達成

度

取組内容の実績等（取組内容に対し、「未達成部
分」又は「より達成できた部分」を記入してくださ

い。）

施策への貢献度
（評価）

評価の理由 今後の方向性
新型コロナウイルスの感染拡
大を踏まえた今後の方向性

担当局

85
外国人母子保健
サービスの提供

母子保健指
導・相談事

業
２－１－３

子育てをする外国人市民に対し、外国語版母子健
康手帳の配布や両親学級や乳幼児健康診査受診
時における通訳ボランティアの派遣など、日本語が
不慣れな外国人市民の子育て支援を行います。

継続して実施する。

３　ほぼ目標どおり

外国語版母子健康手帳配布数：４１６冊

A.貢献している

日本語が不慣れな外国人に
対して、日本の母子保健サー
ビスの周知に貢献しました。

引き続き、外国人市民の子育
て支援を実施します。

こども未
来局

86
保育所での言語
や生活習慣等の
違いへの配慮

公立保育所
運営事業

２－１－２

子どもの状態や家庭状況などに十分配慮し、それ
ぞれの文化を尊重した適切な援助を行います。

子どもの状態や家庭状況などに十分
配慮し、それぞれの文化を尊重した適
切な援助を行います。

３　ほぼ目標どおり

子どもや保護者、家庭状況などに十分配慮し、そ
れぞれの文化を尊重した適切な援助を行いまし
た。

A.貢献している

公立保育園には様々な国籍
のお子さんが入所している
が、それぞれの園で文化を尊
重しながら対応し、援助を行っ
たため。

これからも様々な国籍のご家
庭のお子さんの入所が見込ま
れるため。

こども未
来局

地域包括ケ
ア推進に関
する業務

川崎区

「地域子育て支援センターのごあんな
い」はこども未来局作成の全市版を活
用し、配布予定。区ごとに作成していた
「もうすぐ1年生」は、こども未来局で新
たに全市統一の日本語版、外国語版
（英語・中国語・タガログ語・韓国・朝鮮
語・スペイン語・ポルトガル語）を作成
し、配布予定。「子育てガイドさんぽみ
ち」外国語版（英語・中国語・タガログ
語・韓国語・朝鮮語・スペイン語・ポルト
ガル語）については、令和元年度から
広報・広聴事業の中で発行する「外国
人市民が必要とする情報を集約した多
言語冊子」に統合する。

３　ほぼ目標どおり

【実績】
「地域子育て支援センターのごあんない」「もうすぐ
１年生」はこども未来局作成の日本語版、外国語版
を配布。「子育てガイドさんぽみち」外国語版は広
報・広聴事業の中で企画課が発行する「外国人市
民が必要とする情報を集約した多言語冊子」に統
合しました。

A.貢献している

他の担当課が今年度作成した
外国語版冊子等を用いて、情
報発信することで、外国につ
ながりのある親子の育児支援
を行うことができたため。

外国語版ガイドブック等の作成
は、他事業に統合となったた
め事業を終了します。

川崎区
役所

地域包括ケ
ア推進に関
する業務

中原区

外国人市民向けに、より分かりやすい
内容に見直しながら、平成31年度版子
育てガイドブックを発行します。

３　ほぼ目標どおり

ガイドブックを9,000部作成し、区内関係機関、出生
届及び母子手帳交付の窓口等で配布しました。

A.貢献している

ガイドブックを9,000部作成、
配布し、広く子育てを支援して
います。

ガイドブックを9,000部作成し、
区内関係機関、出生届及び母
子手帳交付の窓口等で配布し
ます。

新型コロナウィルス感染症の影
響により、中止となったイベント
等があるので、開催状況につ
いては確認をするように追記し
ました。

中原区
役所

地域包括ケ
ア推進に関
する業務

高津区

今後も外国籍市民に適切な子育て情
報を提供できるよう、関係機関と連携
し、子育て情報ガイドブック改訂版を作
成・配布します。 ３　ほぼ目標どおり

外国籍の方向けの相談窓口等の情報を、英語及
びやさしい日本語で6ページに亘り記載しました。。

B.やや貢献している

外国籍の方向けの相談窓口
等の情報を、英語及びやさし
い日本語で6ページに亘り記
載しているためです。

関係機関と連携し、子育て情
報ガイドブック改訂版を作成・
配布します。

情報が変更になった場合は,
ホームページへ掲載するな
ど、情報提供いたします。 高津区

役所

地域包括ケ
ア推進に関
する業務

多摩区

生活や子育てに必要な手続き、子ども
を預ける場所、子どもの関係で相談し
たいときや病気になったときなどの窓口
等について、外国籍の親子のための
ページで、ふりがな付き日本語及び英
語で情報提供します。 ３　ほぼ目標どおり

【実績】6,000部を発行し、母子健康手帳交付者や
乳幼児家庭の区内転入者・希望者及び主任児童
委員等区内の子育て支援者、関係機関に配布し、
区ホームページに掲載しました。
【成果】
外国人親子等に直接または子育て支援者を介して
ブックの配布を行うことで、地域の子育て情報を提
供することができました。

A.貢献している

母子健康手帳交付時の配布
のほか、区内子育て支援施設
等での配布やホームページへ
の掲載など、必要な方に、広く
情報を提供できるように工夫し
ています。

情報の内容及び配布方法に
ついて、今後もニーズに合わ
せて検討していきます。

情報に変更が生じた場合は,
ホームページへの掲載など、
必要な方に、広く情報を提供
できるように工夫していきます。

多摩区
役所

地域包括ケ
ア推進に関
する業務

麻生区

ルビ付きや多言語による子育てガイド
ブックの配布により外国人市民の子育
てを支援します。 ３　ほぼ目標どおり

必要なページにおけるルビ表記、および多言語に
よる子育てガイドブックを作成配布しました。

A.貢献している

発行部数を維持し、窓口、訪
問、各子育て支援関連施設等
での配架にて、必要な区民に
配布しています。

掲載情報の改訂をしながら、
継続していきます。

情報に変更が生じた場合は,
ホームページへの掲載など、
情報提供の方法を検討してい
きます。

麻生区
役所

地域包括ケ
ア推進に関
する業務

中原区

子育てサロンの開催

３　ほぼ目標どおり

区内７地区15か所で毎月１回子育てサロン等を開
催しました。

A.貢献している

区内7地区15か所で毎月1回
子育てサロン等を開催し、どな
たでも参加しやすい環境を整
え子育てを支援しています。

区内7地区15か所で毎月1回
子育てサロン等を開催します。

秋ごろからの再開を視野に、
定員制や予約制の導入など、
新型コロナウィルス感染症の拡
大防止策を検討し、実施する
予定です。

中原区
役所

地域包括ケ
ア推進に関
する業務

多摩区

・４月～３月（８月は除く）全１１回開催
・主に外国人の親子を対象としたフリー
スペース

３　ほぼ目標どおり

おおむね適正に処理し業務遂行に支障がなかっ
た。

A.貢献している

子育てや地域の情報交換を
中心に百人一首、子どもの日
工作、クリスマス会などの季節
を意識したイベントを実施しな
がら参加者同士の交流を深
め、仲間作りに努めています。

外国人親子が安心して参加で
きる居場所として支援します。

8月まで中止。新型コロナウィ
ルス感染症拡大予防として児
童室の定員半分以下の利用、
定期的な換気と利用者のマス
ク着用・検温・手洗いの実践、
使用したおもちゃの消毒の徹
底等の対策を講じた上で９月
から再開予定です。

多摩区
役所

89
川崎区子ども支援
機関通訳・翻訳支
援事業

地域包括ケ
ア推進に関
する業務

川崎区

日本語の読み書きが不慣れな子どもと保護者を支
援するため、子育て関係機関や窓口において通訳
や翻訳の必要が生じた時に、通訳や翻訳の協力を
得ることにより、これらの子どもや保護者が孤立する
ことを防止します。

通訳及び翻訳を220件実施予定（予備
25件含む）

３　ほぼ目標どおり

【実績】
通訳及び翻訳を220件実施
【成果】
日本語が不慣れな子どもと保護者の育児支援を行
うことができました。 A.貢献している

通訳及び翻訳を２２０件実施
し、日本語が不慣れな保護者
の育児支援を行うことで、これ
らの子どもや保護者が孤立す
ることを防止することができた
ため

引き続き、関係機関と連携して
情報共有や対応策の検討を
行いながら通訳及び翻訳によ
り日本語が不慣れな子どもと保
護者の育児支援を行っていく
予定です。

関係機関と連携して情報共有
を行いながら、日本語が不慣
れな子どもや保護者の孤立を
防止するために育児支援を継
続します。

川崎区
役所

ルビ付きや多言語による子育てガイドブックの配布
により外国人市民の子育てを支援します。

子育てサロンの開
催

乳幼児保護者へ
の子育て情報の
発信

乳幼児と保護者の交流の場である子育てサロンの
開催等により外国人市民の子育てを支援します。
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　　④危機管理

取組名 事務事業名 施策番号 取組の内容 令和元年度の取組内容
「令和元年度の取組
内容」に対する達成

度

取組内容の実績等（取組内容に対し、「未達成部
分」又は「より達成できた部分」を記入してくださ

い。）

施策への貢献度
（評価）

評価の理由 今後の方向性
新型コロナウイルスの感染拡
大を踏まえた今後の方向性

担当局

90
多言語による防災
啓発

地域防災推
進事業

１－１－１

防災啓発冊子「備える。かわさき」や避難所等を記
載した「防災マップ」の多言語版を配布することによ
り、外国人市民の防災意識の向上を図ります。

防災啓発冊子「備える。かわさき」や避
難所等を記載した「防災マップ」の多言
語版について、必要に応じて改訂を行
う。また、備えるフェスタ等のイベントや
地域での防災講座の場での配布を継
続していく。

３　ほぼ目標どおり A.貢献している

備えるフェスタ等のイベントや
地域での防災講座、総合防災
訓練の場で多言語版の「備え
る。かわさき」や「防災マップ」
を配布し、外国人市民の防災
意識の向上に取り組んだ。

全市民にとって必要な防災に
関する情報を多言語化して情
報提供することで、外国人市
民にとって暮らしやすい環境
づくりに貢献していく。

今後の感染状況等により、イベ
ントや訓練等に影響が出る可
能性があるが、引き続き、様々
な機会を活用し、多言語版防
災啓発冊子等の配布を継続し
ていく。

総務企
画局

91
災害時における多
言語支援センター
の設置

交流推進事
業

４－９－１

災害時の外国人支援を円滑に行うため、本市の要
請により（公財）川崎市国際交流協会が川崎市災害
時多言語支援センターを設置し、外国人市民へ提
供する情報等の翻訳、外国人からの相談・問合せ
等への対応、多言語放送への協力などを行いま
す。

引き続き、（公財）川崎市国際交流協
会、かわさきＦＭと連携し、多言語支援
センター設置訓練を実施するとともに、
訓練結果を踏まえて、同センター運営
についてのマニュアルの見直しを行い
ます。

３　ほぼ目標どおり

令和元年10月の台風19号襲来に伴い初めて災害
時多言語支援センターを設置しました。避難所へ
の周知を行うとともに、市からの重要情報の11言語
の音声と文字翻訳、相談対応に当たりました。令和
2年2月に多言語支援センター設置訓練を関係機
関参加のもと、ロールプレイングにより実施しまし
た。実施後、各機関において検証を行い、マニュア
ルの見直しを行いました。

A.貢献している

災害時の外国人への情報提
供は、市の危機管理としても
重要なものであるため。

災害時に、川崎市災害時多言
語支援センターが十分に機能
するよう、引き続き、設置訓練
等を実施し、災害に備えます。

災害時多言語支援センター設
置・運営体制において、コロナ
感染拡大防止策を講じます。
また、訓練及び災害時におい
てコロナ感染症の感染拡大防
止行動に関する外国人市民向
け情報発信に努めます。

市民文
化局

92

国外における感染
症危機管理事象
に関する情報発
信

公衆衛生等
に関する試
験検査等業

務

１－６－３

国際的な感染症に係る危機管理事象について、Ｗ
ＨＯや各国の保健省が公表している情報等を収
集、解析し、感染症情報発信システム（KIDSS）の機
能の1つである「情報共有掲示板機能」を活用し、市
内医療機関や庁内登録部署に発信します。

国際的な感染症に係る危機管理事象
発生時に、迅速に情報を収集し、感染
症情報発信システム（KIDSS）を利用し
て市内医療機関や庁内登録部署に情
報発信を行います。

３　ほぼ目標どおり

新型コロナウイルス感染症の発生に際し、迅速に情
報を収集し、感染症情報発信システム（KIDSS）を
利用して市内医療機関や庁内登録部署に情報発
信を行いました。

A.貢献している

海外における感染症の流行
状況に加え、新型コロナウイ
ルス感染症等の情報を迅速に
医療機関に向けて発信するこ
とで、適切な診断及び感染拡
大防止に貢献しています。

新型コロナウイルス感染症等、
国際的な感染症に係る危機管
理事象が毎年発生しているこ
とから、今後も継続して感染症
情報発信システム（KIDSS）を
利用した情報発信を行う必要
があります。

医療機関等から収集する新型
コロナウイルス感染症等の感
染症発生情報を解析し、感染
症情報発信システム等を活用
して広く情報発信を行っていき
ます。

健康福
祉局

93
１１９番通報の多
言語対応

消防指令体
制整備事業

１－１－４

119番通報に多言語で対応することにより、迅速、的
確な指令体制を確保します。

　円滑な消防救急活動のため、２４時
間３６５日３者通話通訳により、日本語
を話せない方の緊急通報に対し、言語
に支障のないよう取組みます。 ３　ほぼ目標どおり

　外国人からの１１９番受信による３者通訳を１０４件
実施しました。

A.貢献している

　２４時間、３６５日、市民から
の増加傾向にある緊急通報の
受信体制を確保しており、多
言語通訳業務の利用促進実
施等を順調にできたことから
施策へ貢献しています。

　市民からの緊急通報に対応
するため、今後も事業を継続
する必要があります。

消防局

94
外国人市民等向
け防災啓発

身近な環境
整備事業

川崎区

川崎区は市内で最も多くの外国人市民が居住して
おり、言語や文化の違いから災害弱者になりやすい
側面もあるため、訓練や啓発を通じて防災意識の
向上を図ります。

川崎区は市内で最も多くの外国人市
民が居住しており、言語や文化の違い
から災害弱者になりやすい側面もある
ため、外国人市民が多く居住している
隣接の東京都大田区や横浜市鶴見区
と連携し、訓練や啓発を通じて防災意
識の向上を図ります。

３　ほぼ目標どおり B.やや貢献している

年３回予定されていた訓練や
講座は予定通り開催し、延べ
１６２名の参加者があった。通
訳を介しての防災講座や居住
地の避難所の確認等を行い、
防災知識の習得が図られた。

年３回開催しているが地域や
時期を変え、多くの人が参加
できるよう工夫しながら実施し
ていきたい。毎年、参加者が
変わるものの毎年参加する人
もいるため、講座の内容を変え
ながら実施していく。

密集を回避するため防災講座
等の参加者のマスク着用、消
毒、間隔をあけるなどの対策を
取りながら実施します。また、
訓練については内容を見直し
実施します。

川崎区
役所

　取組の方向性３　グローバル都市・川崎を担う人材の育成・活用等

　　①互いを尊重し合う、グローバル社会にふさわしい市民意識の醸成

取組名 事務事業名 施策番号 取組の内容 令和元年度の取組内容
「令和元年度の取組
内容」に対する達成

度

取組内容の実績等（取組内容に対し、「未達成部
分」又は「より達成できた部分」を記入してくださ

い。）

施策への貢献度
（評価）

評価の理由 今後の方向性
新型コロナウイルスの感染拡
大を踏まえた今後の方向性

担当局

95
人権尊重教育の
研究実践

人権尊重教
育推進事業

２－２－１

在日外国人の多住地域にある小・中学校におい
て、人権教育を基盤とした多文化共生教育の充実
に向けて、実践授業の展開や児童生徒指導等の研
究実践を行います。

在日韓国・朝鮮人の多住地域にある
小・中学校において、人権教育を基盤
とした多文化共生教育の充実に向け
て、実践授業の展開や児童生徒指導
等の研究実践、授業研究会を実施して
まいります。

３　ほぼ目標どおり

人権尊重教育推進校、実践校においては、各学校
の実態を踏まえた多文化共生教育の授業プログラ
ムを作成したり、総合的な学習の時間に位置付け
た授業を行った。授業展開やその理念は研究報告
会で公開し、情報発信をすることができました。

B.やや貢献している

教職員アンケートの結果や研
究協議での発言内容から、授
業研究を通して、多文化共生
についての理解の高まりにつ
いて有効であったと判断する
ことができ、施策への効果は
ありました。

これまでの取組が、市内小中
学校の多文化共生教育の推
進に生かされいることから、今
後も現状の事業内容、事業規
模を維持しながら、継続的に
取り組んでいきます。

今後の研究実践については感
染拡大状況を見極めつつ、推
進校、実践校と協議して運営
方法を工夫しながら実施してま
いります。

教育委
員会

96
平和・人権学習講
座の開催

社会教育振
興事業

２－３－２

平和や人権の尊重について学び、共に生きる地域
社会の実現を目指します。

教育文化会館及び6市民館にて、平
和・人権学習講座を実施します。

３　ほぼ目標どおり

教育文化会館及び6市民館にて、平和・人権学習
講座を13事業実施しました。

A.貢献している

平和・人権学習講座に延べ
1,230人の参加者がおり、施策
に貢献しています。

引き続き、平和や人権の尊重
について学び、共に生きる地
域社会の実現を目指します。

新型コロナウイルス感染拡大
防止の観点から、今年度第1
期(4月～7月)の事業を中止又
は延期しているところですが、
今後の状況等を踏まえなが
ら、開催時期や開催方法を検
討していきます。

教育委
員会

97 人権関連事業
人権関連事

業
５－２－１

様々な人権課題に対する正しい知識の普及に努め
るとともに、市民一人ひとりが互いの人権を尊重でき
るように効果的な広報や普及活動を充実します。

・川崎市人権施策推進基本計画「人権
かわさきイニシアチブ」に基づく施策の
推進
・「（仮称）川崎市差別のない人権尊重
のまちづくり条例」の施行に向けた取
組
・第３期川崎市人権施策推進協議会の
運営
・人権問題に対する対応（川崎市人
権・男女共同参画推進連絡会議、同幹
事会及び同性的マイノリティ専門部会
の運営等）
・関係機関と連携した人権意識の普及
（かわさき人権フェア、ピープルデザイ
ンシネマ、川崎市人権学校の開催、企
業向けLGBTセミナー、拉致被害者家
族を支援するかわさき市民のつどいの
開催等）
・効果的な人権研修の推進

３　ほぼ目標どおり

・川崎市人権施策推進基本計画「人権かわさきイニ
シアチブ」に基づく施策の推進
・「川崎市差別のない人権尊重のまちづくり条例」
の制定、一部施行
・第３期川崎市人権施策推進協議会の運営、答申
のとりまとめ
・人権問題に対する対応（川崎市人権・男女共同
参画推進連絡会議、同幹事会及び同性的マイノリ
ティ専門部会の運営等）
・関係機関と連携した人権意識の普及（かわさき人
権フェア、ピープルデザインシネマ、川崎市人権学
校の開催、企業向けLGBTセミナー、拉致被害者
家族を支援するかわさき市民のつどいの開催等）
・効果的な人権研修の推進

A.貢献している

・全ての市民が不当な差別を
受けることなく、個人として尊
重され、生き生きと暮らすこと
ができる人権尊重のまちづくり
を推進していくため「川崎市差
別のない人権尊重のまちづく
り条例」を制定し、一部施行し
ました。
・人権意識の普及事業を着実
に実施し、人権意識の高揚を
図りました。

・「川崎市差別のない人権尊
重のまちづくり条例」の理念を
市民に周知するため、啓発活
動を強化する必要があります。

・協議会や審査会等の開催に
当たっては、広い会議室を使
用し、マスク着用や手指の消
毒の徹底を行い、３密回避の
対策を行います。

・人権意識の普及に関するイ
ベント等についても、マスク着
用、手洗い、手指の消毒の徹
底、体調の悪い方の入場制限
や、参加人数の制限をするな
どの３密回避の対策を行いま
す。

市民文
化局



　　②グローバル人材の育成

取組名 事務事業名 施策番号 取組の内容 令和元年度の取組内容
「令和元年度の取組
内容」に対する達成

度

取組内容の実績等（取組内容に対し、「未達成部
分」又は「より達成できた部分」を記入してくださ

い。）

施策への貢献度
（評価）

評価の理由 今後の方向性
新型コロナウイルスの感染拡
大を踏まえた今後の方向性

担当局

98
高校における国際
理解教育の推進

魅力ある高
校教育の推

進事業
２－２－１

市立幸高校・橘高校において、国際理解教育推進
の柱として、「国際理解教育講演会」等を行います。

夢21展開事業、高大連携事業におけ
る「途上国理解プログラム」、「国際理
解教育後援会」等を実施する予定。

３　ほぼ目標どおり

講演会では、英語の教科書の内容に関連した講演
を行い、授業との連携も図っている。臨時休業によ
り一部の企画を断念せざるを得なかったことは残念
でした。 A.貢献している

生徒の国際理解に関する意
識の高まりが感じられ、国際支
援活動に対する関心の芽生
えとなっている。また、科が掲
げる目標を達成することに寄
与しています。

現状維持をしながら、必要に
応じて改善を行います。

市立幸高校・橘高校におい
て、国際理解教育推進の柱と
して、「国際理解教育講演会」
等を行う予定です。

教育委
員会

99
海外語学研修の
実施

魅力ある高
校教育の推

進事業
２－２－１

市立幸高校・橘高校における研修プログラムとし
て、2年次に2週間程度、オーストラリアの現地校に
通いながら、ホームステイを体験します。

オーストラリア現地校への訪問を実施
する予定。

３　ほぼ目標どおり

早い段階からの事前指導及び事後指導の充実に
より効果を増しています。

A.貢献している

海外研修終了後も現地校との
関係は良好で、振り返り学習
により知識の定着を図れまし
た。また、異文化に対する洞
察力を通じて、その理解が深
まっています。

現状維持をしながら、必要に
応じて改善を行います。

橘高校は3月に延期して、オー
ストラリアへの研修を実施予定
です。

幸高校はオーストラリア研修の
代替として、3月に静岡県富士
市のランゲージビレッジで研修
を行う予定です。

教育委
員会

100

自国の歴史・伝
統・文化の習得に
よるアイデンティ
ティの醸成

英語教育推
進事業

２－２－１

日本文化に対する深い理解を前提としたグローバ
ル人材育成のため、他国との共通点や相違点を踏
まえながら、自国の歴史、伝統、文化に関する教育
の充実を図り、児童生徒のアイデンティティを醸成し
ます。

・総合的な学習の時間における国際理
解教育に関わる学習への支援・指導を
行います。
・学習指導要領実践事例集における国
際理解教育や自国文化等への理解を
促す教育に関わる実践を掲載していき
ます。

３　ほぼ目標どおり

・国際理解教育や自国文化等への理解を促す教
育実践について、教育課題研究冊子に掲載してい
ます。

B.やや貢献している

・総合的な学習の時間におけ
る国際理解教育に係る学習へ
の支援・指導は有効であった
ため。

・市立小・中学校において、児
童生徒の実態に応じたや国際
理解教育を推進します。
・学習指導要領実践事例集等
の中に国際理解教育や自国
文化等への理解を促す教育の
内容も掲載し、学校現場にお
ける実践の一助となるようにし
ます。

コロナ禍における学習活動の
制限により、国際理解教育に
係っても一定程度の制限、縮
小も想定されますが、現段階
で行える学習活動について学
校への支援・指導を継続し、ま
た国際理解教育に係る実践事
例があれば、実践事例集に反
映していきます。

教育委
員会

101
英語教育推進事
業

英語教育推
進事業

２－２－１

外国人と直接コミュニケーションを図る機会を増や
し、異文化を受容する態度を育成するため、小・中・
高等学校へ外国語指導助手（ＡＬＴ）を配置します。
また、教員研修の充実を図ります。

・外国語指導助手（ＡＬＴ）を小・中学校
に96名、高等学校に5名を配置し、小
学校３～６年生の各クラスで年間28時
間、中学校の各クラスで年間約35時間
の授業を行います。また、小学校での
ＡＬＴとの授業をさらに拡充します。
・国の中央研修を受けた英語教育推進
リーダーを講師とする指導力向上研修
を小中学校で継続実施します。

３　ほぼ目標どおり

・外国語指導助手（ＡＬＴ）を小・中学校に96名、高
等学校に5名を配置し、小学校では３～６年生で年
間28時間、中学校の各クラスで年間約35時間の授
業を行いました。それにより、外国人と直接コミュニ
ケーションを図る授業を展開し、児童・生徒の英語
によるコミュニケーション能力を育成しました。
・英語教育推進リーダー中央研修に、小学校２名、
中学校２名の教員が参加しました。
・国の中央研修を受けた英語教育推進リーダーを
講師とする指導力向上研修を小中学校で実施しま
した。

A.貢献している

児童生徒の外国語を用いて
積極的にコミュニケーションを
とろうとする態度が育成されて
いるためです。

現在進められている英語教育
改革、および新学習指導要領
における外国語教育拡充に対
応するため、事業の充実を図り
ます。

新型コロナウイルス感染症を踏
まえ、ALTの配置については、
４・５月は在宅勤務とし、６月か
らは通常の配置を実施してい
ます。推進リーダーの活用、研
修等の実施については、今後
の学校の状況等を踏まえなが
ら、活用・実施方法を検討して
いきます。

教育委
員会

102
特色ある中高一貫
教育の推進

魅力ある高
校教育の推

進事業
２－２－１

川崎高校及び附属中学校において、6年間の体系
的・継続的な、特色ある教育を推進し、国際都市川
崎をリードするたくましい人材の育成を目指します。

イングリッシュキャンプ、イングリッシュ
チャレンジ、海外語学研修等を実施す
る予定。 ３　ほぼ目標どおり

イングリッシュキャンプ、イングリッシュチャレンジへ
の全員参加、及び、令和元年度の海外研修には実
施学年の約半数以上の生徒が参加をした。 A.貢献している

生徒の学習意欲上がり、各種
検討などに積極的に取り組
み、結果を出している。

海外語学研修の実施及び中
高6年間の体系的な学びを継
続します。

令和2年度に関しては、海外研
修は中止。
イングリッシュキャンプ、イング
リッシュチャレンジは予定通り
実施する予定。

教育委
員会

103
国際交流員を活
用した人材育成の
推進

国際交流推
進事業

４－９－１

海外から招致した国際交流員を活用したグローバ
ル人材の育成につながる事業を実施します。

国際交流員が得意とする分野を中心
に、研修時に行ったアンケート結果を
内容を踏まえた効果的な研修を実施し
ます。 ３　ほぼ目標どおり

令和2年2月6日に国際交流員による「日本人と外
国人の考え方等のズレを理解しよう！」研修を開催
し、24名の職員に参加いただきました。

A.貢献している

昨年度の研修後に基づく、ア
ンケートを吟味した上、本研修
を実施したことで、職員のグ
ローバル人材の育成につなが
る研修を実施できたため

引き続き、海外から招致した国
際交流員を活用したグローバ
ル人材の育成につながる事業
を実施します。

新型コロナウイルス感染症の
拡大を受け、研修について
は、開催時期、開催方法など
を検討しつつ、グローバル人
材の育成につながる事業を実
施していきます。

総務企
画局

104

こども・若者応援
基金を活用したグ
ローバル人財の育
成

地域子育て
支援事業

２－1－１

本市の子ども・若者が、様々な分野において、自ら
の将来像やそれに向けたキャリアプランをさらに具
体化し、国際的な幅広い視野を持って活躍する人
材を目指して挑戦するための「新たな一歩」を後押
しする事業を実施します。

「子ども・若者応援基金」を活用したグ
ローバル人財の育成を実施します。

３　ほぼ目標どおり

令和元年９月から、先行事業として「Stanford e-
Kawasaki」と「ハイパーループ・コンペに挑戦！」の
２事業を実施しました。また、１１月の川崎市PPPプ
ラットフォームセミナーへ参加するなど一般提案募
集に向けた取組を開始しました。

A.貢献している

受講時には、積極的に取り組
む姿勢がみられ、また、ミスを
恐れず挑戦するよう意識が変
わった、自信を持てたなど受
講によるポジティブな変化が
あり、受講者の挑戦の後押し
につなげることができたため

先行２事業の実施結果及び一
般提案募集の結果を踏まえた
より良い手法を検討します。

グローバル人財の育成につい
ては、3密状態の回避をはじ
め、実施手法等を検討しなが
ら取り組んでいきます。

こども未
来局



　　③市職員の意識の向上

取組名 事務事業名 施策番号 取組の内容 令和元年度の取組内容
「令和元年度の取組
内容」に対する達成

度

取組内容の実績等（取組内容に対し、「未達成部
分」又は「より達成できた部分」を記入してくださ

い。）

施策への貢献度
（評価）

評価の理由 今後の方向性
新型コロナウイルスの感染拡
大を踏まえた今後の方向性

担当局

国際交流推
進事業

５－２－１

「グローバルサポーター登録制度」に
登録した職員に対し、外国要人等を応
接する研修を設定し、国際理解や接遇
能力等の向上を図ります。

３　ほぼ目標どおり

グローバルサポーターに対して、２件(計２名）研修
を実施しました。

A.貢献している

所属の垣根を越えて、国際理
解や接遇能力等の向上を図
る研修を実施できたため。

引き続き研修を設定するととも
に、新規採用職員を中心に追
加募集を行い、職員全体の国
際理解向上等を図ります。

新型コロナウイルス感染症の
拡大を受け、訪問による交流
は見合わせていることに伴い、
グローバルサポーターの登録
を停止しておりましたが、国際
交流の状況を見て、必要な時
期に再開していきます。また、
研修についても開催時期、開
催方法などを検討します。

総務企
画局

人材育成推
進事務

８－１－９

階層別研修の中で多様な市民の人権
意識を身につける研修を実施します。
・新規採用職員研修
　「人権意識を身につける」
・採用2年目職員研修（eラーニング）
　「人権意識」
・採用3年目職員研修（eラーニング）
　「人権意識」
・中堅職員研修
　「中堅職員として必要な人権意識」
・新任課長研修
　「管理職に求められる人権意識」
・任期付職員研修（eラーニング）
　「人権意識を身につける」
・技能・業務職員研修
　「人権意識を身につける」

３　ほぼ目標どおり

各研修の受講者数
・新規採用職員研修（２７４人）
・採用2年目職員研修（eラーニング）
（２３８人）
・採用３年目研修（eラーニング）
（２８７人）
・中堅職員研修（２３５人）
・新任課長研修（８４人）
・任期付職員研修（eラーニング）
(２８人)
・技能・業務職員研修（３２人）

B.やや貢献している

階層別研修の中で、多様な市
民の人権課題についての理
解と認識を深める研修を実施
し、市職員の多文化共生や国
際理解に対する意識の向上を
図ることができました。

市職員の多文化共生や国際
理解に対する意識の向上を図
るため、今後も継続的に実施
をしていきます。

 新型コロナウイルス感染症対
策として、３密状態を回避する
ために、集合研修で実施して
いた科目をeラーニングによる
研修とします。

総務企
画局

外国人市民
施策推進事

業
５－２－１

・引き続き、階層別研修で「人権」に関
する研修を実施します。

３　ほぼ目標どおり

・階層別研修で「人権」に関する研修の実施
・「職員向け人権研修」の実施

B.やや貢献している

・階層別研修のほか、総務企
画局行政改革マネジメント推
進室と共催で、「職員向け人
権研修」を開催しました。

・「川崎市差別のない人権尊
重のまちづくり条例」の理念を
職員に周知するため、人権研
修を強化する必要があります。

研修等の開催に当たっては、
広い会場を使用し、マスク着用
や手洗い、手指の消毒の徹
底、体調の悪い方の入場制限
や、参加人数の制限をするな
どの３密回避の対策を行いま
す。

市民文
化局

106
教職員への人権・
多文化共生研修
の実施

教職員研修
事業（一部）

２－２－４

教職員の悉皆研修に、人権尊重教育を組み入れ、
それぞれのライフステージに応じて人権・多文化共
生に関する研修を行います。また、人権尊重教育
担当者への研修により、人権・多文化共生の意識
啓発を行います。

・引き続き、教職員の悉皆研修である
初任者研修、2校目異動者研修、中堅
教諭等資質向上研修、15年経験者研
修、教頭研修、新任校長研修、校長研
修などにおいて、人権尊重教育を組み
入れ、それぞれのライフステージに応じ
た人権・多文化共生についての研修を
行います。
・人権尊重教育推進担当者研修を年４
回実施し、各学校における人権尊重教
育の推進に努めます。（所管が人権・
共生教育担当に変わりますが、連携し
て実施します。）

３　ほぼ目標どおり

ライフステージに応じた研修、担当者研修の他、校
内研修会も合わせ延べ２，４５６人が参加しました。

B.やや貢献している

教職員アンケートの結果や発
言内容から研修を通して、多
文化共生についての理解の
高まりがあったと判断すること
ができ、施策への効果はあり
ました。

これまでの取組が、市内小中
学校の多文化共生教育の推
進に生かされていることから、
今後も現状の事業内容、事業
規模を維持しながら、継続的
に取り組んでいきます。

教職員の研修については感染
拡大状況を見極めつつ、運営
方法を工夫しながら実施してま
いります。

教育委
員会

107
政策課題の調査
研究

都市政策研
究事業

５－１－１

本市職員（研究員）による研究チームを編成し、施
策への反映を目的に重要な政策課題に関して国内
外の調査研究を行うことにより、職員の政策能力向
上、政策課題の共有化を図ります。

本市職員（研究員）による研究チーム
を編成し、重要な政策課題に関して国
内外の調査研究を行い、その成果を取
りまとめることにより、職員の政策形成
能力向上と、施策への反映を図るため
の研究成果の共有化を行います。

３　ほぼ目標どおり

　令和元年１１月９日～１１月１６日の期間で、デン
マークのコミュニティケアの先進的事例の情報収集
を行うため政策課題研究員５名を派遣し、オーデン
セ市役所、コペンハーゲン市役所等のヒアリング及
び現場視察を実施し、意義のある調査研究を行うこ
とができた。

A.貢献している

今年度のテーマである「新た
なコミュニティケアの展開～超
高齢社会の地域包括ケアシス
テムの展開～」について、国
内外の先進事例を調査し、政
策課題研究報告書をまとめ、
全庁向け報告会を実施したこ
とにより、職員の政策形成能
力の向上、及び政策課題の共
有化を行うことができました。

今後も時宜に適った政策課題
について調査研究し、政策提
言を行います。

職員の研究チームによる政策
課題の研究等について、新型
コロナウイルス感染症の状況を
踏まえ、感染拡大防止のため
休止することを含め検討しま
す。 総務企

画局

108
外国人市民への
対応・広報に関す
る意識啓発

外国人市民
施策推進事

業
５－２－１

「やさしい日本語」の研修などを通じて、市職員等へ
外国人市民への対応・広報に関する意識啓発を行
います。

・ガイドラインを作成している自治体の
情報収集、内容の整理を行い、ガイド
ライン策定に向けた準備を進めていき
ます。
・川崎市国際交流協会と連携し、ガイド
ラインの整備を、引き続き、進めていき
ます。
・「やさしい日本語」の研修を実施しま
す。

３　ほぼ目標どおり

・外国人市民への広報等に有効な「やさしい日本
語」の研修を、区役所職員・危機管理室職員等向
けに開催しました。参加者13名。
・「やさしい日本語」ガイドライン策定に向け、情報
収集及び検討を進めました。

B.やや貢献している

研修等を通じて、災害時も含
む外国人市民への情報提供
に対する課題を認識すること
から、施策への反映が期待で
きます。

2015年度の外国人市民代表
者会議の提言「やさしい日本
語に関するガイドラインの作
成」について、国が令和2年夏
までに作成予定である「やさし
い日本語」マニュアルを参考と
し、今後のガイドライン策定に
向けて検討を進めます。

新型コロナウイルスの影響によ
り情報収集やガイドライン策定
に向けての検討に大きな影響
は無いものと考えられますが、
やさしい日本語研修について
は、開催の判断や開催時期、
開催方法などに影響が出てく
るものと思われます。

市民文
化局

多文化共生意識の醸成や国際理解の向上などを
図るため、各職位に応じた講義や希望職員への研
修を実施します。

105
多文化共生、国際
理解・接遇研修の
実施


